
全
-
け
久
局
、
。
ル

第
四
十
八
巻

第
四
銃

卒
成
二
年
三
月
護
行

漢

代

境

の

ーー
ー
玉
門
閥
の
所
在
を
め
ぐ
っ
て
|
|

漫

閥

所

宮
田

谷

至

は

じ

め

に

I

居
延
漢
衡
に
み
え
る
闘
と
そ
の
関
連
史
料

付
肩
水
金
関
出
土
木
簡

同
エ
チ
ナ
川
流
域
の
関
所

E

漢
代
玉
門
闘
の
所
在

け
敦
燈
馬
圏
湾
漢
代
峰
崎
馳
社

目
玉
門
都
尉
と
玉
門
関
都
尉

結
び
に
か
え
て

- 1ー

t工

じ

め

西
漢
武
一
帝
期
、
旬
奴
と
の
戦
争
に
勝
利
を
お
さ
め
河
西
回
廊
一
帯
を
領
有
し
た
漢
王
朝
は
、

長
城
を
西
に
延
長
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
四

631 

つ
の
郡
を
置
く
。
漢
代
の
敦
埠
郡
は
、
河
西
四
郡
と
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
郡
の
最
西
に
位
置
す
る
わ
け
だ
が
、

敦
埋
が
い
つ
ご
ろ
郡
と
な
っ
た
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の
か
、
正
確
な
年
代
に
つ
い
て
は
設
が
一
致
し
て
い
な
い
。

た
だ
京
師
将
軍
李
贋
利
に
よ
る
大
宛
遠
征
の
前
後
、
西
暦
前

一
O
O年
頃
と
い
ち

お
う
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

敦
埋
郡
、
張
披
郡
な
ど
過
郡
の
統
治
組
織
に
つ
い
て
言
え
ば
、
郡
太
守
の
下
に
民
政
と
軍
事
を
統
べ
る
都
尉
(
部
都
尉
)
が
置
か
れ
、
そ
の
下

に
候
官
(
そ
の
長
は
候
〉
、
候
官
の
下
に
候
(
長
は
候
長
〉
、
候
の
下
に
燈
(
長
は
媛
長
〉
と
い
う
機
関
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
う
い
う
機
構
は
、
近

年
に
な
っ
て
進
境
地
帯
か
ら
出
土
し
た
簡
胞
の
研
究
が
進
む
に
つ
れ
、

は
っ
き
り
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
敦
埋
郡
に
閲
し
て
は
、
王
園
維
『
流

沙
墜
閲
』
、
及
び
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
藤
枝
晃

「
長
城
の
ま
も
り
」
の
二
著
が
詳
し
い
。

そ
れ
に
よ
れ
ば

敦
埋
郡
下
に
は
東
か
ら
宜
禾
都
尉
、

中
部
都
尉
、

玉
門
都
尉
の
三
都
尉
府
が
置
か
れ
、
最
西
の
玉
門
都
尉
下
で
は
、
東
か
ら
玉
門
候
官
と
大
煎
都
候
官
の
二
候
官
が
、
ま
た
中
部
都

(
1

)
 

尉
に
は
歩
底
侯
官
が
所
属
し
、
各
候
官
は
数
箇
の
燥
を
統
轄
し
て
い
た
と
の
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
王
園
維
、
藤
枝
晃
雨
氏
の
業
績
は
、
関

脳
研
究
の
揺
臨
期
に
あ
っ
て
驚
く
べ
き
水
準
を
有
し
て
お
り
、
今
日
ま
で
そ
の
債
値
は
い
さ
さ
か
も
減
じ
て
い
な
い
と
い
え
る
が
、
た
だ
そ
れ

以
後
、

敦
健

一
帯
で
新
し
い
閲
胞
が
少
な
か
ら
ず
み
つ
か

っ
て
お
り
、
推
定
さ
れ
て
い
る
候
燈
組
織
も
若
干
修
正
が
可
能
と
な
っ
た
。
新
出
の

〈

2
〉

(

3

)

一
九
七
九
年
出
土
の
馬
圏
湾
出
土
聞
と

一
九
八

一
年
の
酔
油
土
出
土
簡
で
あ
り
、
た
と

教
伯
居
間
に
あ
っ
て
特
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
が

- 2 ー

え
ば
後
者
で
は
、
こ
の
よ
う
な
一
簡
が
出
土
し
た
。

七
月
丁
未
敦
煙
中
部
土
吏
一
拍
以
私
印
行
都
尉
事
謂
卒
望
破
胡
呑
胡
寓
歳
候
官
官
荷
移
機
到

ーム
、
J

Q

u

q

a

o
O

Y
A
η
O

司ム

従
来
、
卒
望

・
破
胡
な
ど
の
名
を
も
っ
候
燈
は
、
候
官
の
下
の
候
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
右
の
簡
に
よ
れ
ば
、
中
部
都
尉
府

(
4〉

下
に
卒
望

・
破
胡

・
呑
胡

・
高
蔵
の
四
候
官
が
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
剣
明
し
、
こ
れ
ま
で
の
所
見
は
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
献
油
土
|
甘
粛
省
文
物
隊
編
批

D
お
遣
社
は
、
他
な
ら
ぬ
卒
望
候
官
の
治
所
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

新
出
の
敦
煙
筒
と
は
別
に
、

〈

5
)

『
疏
勤
河
流
域
出
土
漢
簡
』
な
の
だ
が

(
6〉

そ
う
。

ス
タ
J
a
ン
、

夏
期
設
見
の
簡
に
つ

い
て
も

い
っ
そ
う
正
確
な
樟
文
が
出
版
さ
れ
た
。

林
梅
村

・
李
均
明
編

」
う
い
っ
た
最
近
の
成
果
を
ふ
ま
え
て

敦
埠
郡
下
の
候
耀
組
織
に
つ
い
て
の
私
案
を
衣
頁
に
示
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疏勤河流域候;腿表表 1

玉中
，ι. 
占L

「う部禾

尉

玉 大

煎

都

候

官

j遁大歩高 I

;護煎昌世
都候候 ;
侯

;富大厭獲
:昌煎胡虜
;爆都最重纏
: .燈.. 
j凌・歩庚
:胡服昌昌
d逮胡燈燈
熔・・

1斥美康
:地水武
・燈燈哲生

都都

尉

寓呑破卒

都

一11
1

1

1

宜

一1
1

1

1

1

魚

叫

川

バ

サ

一

一eo
l

j

昆

a

美

r， (
所
属
不
明
〉

望胡胡歳禾漂諸稜

候

大
一
踊
候
・
千
秋
陣
地
・
推
賢
峰
崎

侯

- 3 ー

侯4民

""" 目

侯

官

i高寓東 !

:藤吉;
部;
候 i

侯

官

l

i

l

i

-

-

i

l

臨
介
爆

侯

官

候

官

候

官



在
地
と
し
て
は
、

と
こ
ろ
で
こ
こ
に
い
ま
ひ
と
つ
重
要
な
遜
境
の
機
闘
が
存
在
す
る
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
開
門
と
し
て
有
名
な
玉
門
闘
で
あ
る
。
こ
の
闘
の
所

東
経
九
三
度
五
五
分
に
あ
る
小
方
盤
城
と
呼
ば
れ
る
遣
社
|
|
ス
タ
イ
ン
編
挽
T
H
遺
祉
が
有
力

北
緯
四

O
度
二
十
分
、

634 

で

一
九
六
四
年
よ
り
甘
粛
省
人
民
委
員
舎
が
そ
こ
に
省
文
物
保
護
単
位
と
す
る
標
識
を
立
て
て
い
る
。

先
に
私
は
玉
門
都
尉
と
玉
門
候
官
の
治
所
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
な
い
、
玉
門
候
官
と
玉
門
都
尉
は
同
一
地
貼
に
設
置
さ
れ
た
の
で
は
な

く、

T
H
遺
祉
は
確
か
に
玉
門
都
尉
の
治
所
で
あ
る
も
、
玉
門
候
官
は
そ
の
北
の

T
日

a
遺
祉
に
置
か
れ
て
い
た
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
進
ん

で、

T
H
遺
祉
が
閥
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
誼
接
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
聞
い
、
小
方
盤
城
を
玉
門
聞
社
と
す
る
一
般
の
設
に

(

7

)

 

強
い
疑
念
を
投
げ
か
け
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
進
境
の
関
所
の
機
能
と
性
格
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
上
の

疑
問
に
劃
す
る
私
な
り
の
解
答
を
出
し
て
み
た
い
。
な
お
、
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
比
較
的
数
量
の
豊
富
な
エ
チ
ナ
川
流
域
出
土
の
簡
臆

い
わ
ゆ
る
居
延
漢
簡
を
利
用
し
、
居
延
地
方
の
溢
闘
の
貫
態
と
そ
の
機
能
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
も
っ
て
敦
埠
簡
を
分
析
し
て
玉
門
閥
に
つ

い
て
の
私
見
を
述
べ
る
と
い
う
順
序
を
と
る
こ
と
に
す
る
。

- 4 ー

I 

居
延
漠
簡
に
み
え
る
聞
と
そ
の
関
連
史
料

(
8
)
 

居
延
漢
簡
の
分
析
を
通
し
て
漢
の
閥
所
に
つ
き
考
察
し
た
論
考
と
し
て
は
、
大
庭
惰
「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
氏
は
こ
こ
で
一
九
三

O
年
・
コ
二
年
出
土
の
居
延
簡
(
以
下
、
居
延
醤
衡
と
略
稀
〉
に
み
え
る
通
行
文
書
(
融
市
・
符
)
を
摘
出
し
て
検
討
を
加

え
て
お
り
、
完
成
度
の
高
い
内
容
を
有
し
た
も
の
だ
が
、
論
文
が
出
さ
れ
た
一
九
五

0
年
代
段
階
で
は
い
ま
ひ
と
つ
不
明
で
あ
っ
た
出
土
地
が

(
9
)
 

最
近
に
な
っ
て
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
こ
に
新
し
い
知
見
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

本
章
で
は
、
西
北
科
皐
考
査
圏
遣
社
番
抗

A
辺
よ
り
出
土
し
た
居
延
奮
簡
を
と
り
あ
げ
、
分
析
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
の
地
は
、
肩
水
金
閲
と
呼
ば
れ
た
関
所
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と

(

凶

)

が
わ
か
っ
て
い
る
遺
祉
だ
か
ら
で
あ
る
。
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- 5ー

困I



十
月
乙
酉
入

九
月
丙
寅
出

笑
巴
入

右
に
あ
げ
た
十
二
の
簡
に
み
え
る
共
通
し
た
特
徴
は
、
上
か
ら
出
身
地
(
所
属
機
関
)
・
名
前
・
年
令
・
某
月
某
日
出
入
と
い
っ
た
内
容
が
記
載

さ
れ
(
衡
に
よ
っ
て
は
目
的
、
機
行
物
が
記
入
)
、
し
か
も
名
前
と
日
付
の
聞
は
一
定
の
間
隔
が
空
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

636 

聞
出
入
記
録

付

肩
水
金
闘
出
土
木
簡

A
位
|
肩
水
金
闘
枇
出
土
の
聞
の
う
ち
、
関
所
閥
係
の
も
の
と
し
て
ま
ず
と
り
翠
げ
た
い
の
は
、
左
に
掲
げ
る
諸
簡
で
あ
る
。

E
1
 昭
武
高
歳
里
男
子
呂
未
央
年
品
川
四
|

用
牛

一
五
・
二

O

五
月
丙
申
入

E
2
 肩
水
左
後
候
長
費
褒
詣
府
劉
功
曹

一
五
・
二
五

二
月
戊
午
卒
旦
入

E 
3 

図
王
永
年
廿
二

居
延
鬼
薪
徒
大
男
王
武

三
七
・
一

九
月
乙
巳
図

一
五
・
二
ハ

閏
月
壬
戊
出

E
4
 

E 
5 

口
史
口
非
子
長
七
尺
黒
色

河
南
郡
築
陽
桃
郵
里
公
乗
荘
貯
年
廿
八
長
七
尺
二
寸
黒
色

四
三
・
二
ハ
、
四
三
・
一
八

十
月
辛
亥
出

ロ
図

三
七
・
三

四
月
笑
卯
図

E
6
 

E
7
 図
月
丁
未
入

五
一
・
四

十
二
月
丁
酉
出

二
月
庚
寅
入

口

乗
方
相
車
駕
桃
華
牡
馬
一
匹
十
八
歳
駿
牡
馬
一
匹
歯
八
歯

E
8
 図
迭
省
卒
口
府

五
一
-
一
六

E 
9 

長
安
宜
里
閣
常
字
中
允

出

皆
十
一
月
戊
辰
出

己
ム
ノ、

r
J
n
u
 

y
I
司
よ

図
嘗
陽
里
唐
井
年
十
九
長
七
尺
三
寸
黄
黒
色

年
廿
七
・
開
局
日
之
傑
得
覗
女
病

八
月
辛
酉
出
図

ハ
二
・
三
四

E 
11 

居
延
城
倉
佐
王
両
親
汗
里

六
二
・
五
五

E
U
 成
卒
梁
園
臨
陽
新
口
里
公
乗
孫
口
年
廿
六

一四
0
・三

園一

O
七

圏一

O
二

圏一

O

図
四
二
五

園
四
二
五

- 6ー

園
四
一
四

圏
一
四
四

園
田
二
三

圏一

O
六

園園園
四
二
ハ

同
類
の
簡
と
し



て
は
、
こ
の
十
二
例
以
外
に
断
片
な
が
ら
(
三
七
・
四
)
(
三
七
・
三

O
〉
(
四
三
・
九
)
(
五

0
・
一
九
)
(
五
一
・
一
一
ニ
)
(
五
一
・
二
ハ
)

(
六
二
・
二
一
〉
(
七
七
・
六
八
〉
(
二
一
二
・
二
五
〉
(
二
一
二
・
六
二
)
(
三
四

0
・
二
一
〉
(
一
二
四

0
・
二
一
一
)
(
三
四

0
・
五
四
)
な
ど
を

(

日

〉

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、

A
泣
遺
祉
か
ら
居
延
奮
簡
で
計
二
五
黙
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
某
月
某
日
に
こ
の
地
つ
ま
り
肩
水
金
聞
を
、
通
過

(
ロ
〉

し
た
者
の
リ
ス
ト
、
開
出
入
記
録
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
い
ま
考
え
て
み
た
い
の
は
、
こ
う
い
っ
た
出
入
記
録
は
、
出
入
し
た
場
所
で
書
き
下
ろ
さ
れ
た
も
の
(
こ
れ
を
「
一
衣
記
録
」
と
俵
稽
)

な
の
か

そ
れ
と
も
一
次
記
録
を
も
と
に
し
て
整
理
し
書
き
直
さ
れ
た
も
の
、

も
し
く
は
原
簿
の
副
本
(
こ
れ
ら
を
「
二
次
記
録
」
と
俵
稽
)
な

の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
手
が
か
り
を
輿
え
る
の
が
、

E
7
、
E
9
、
E
ロ
の
三
簡
で
あ
ろ
う
。

E
9
簡
に
は
「
出
」

「
皆
十
一
月
戊

辰
出
」
が
と
も
に
小
さ
く
右
に
寄
せ
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
日
左
に
「
入
」
に
閲
す
る
記
録
を
記
入
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
も
の
に

違
い
な
く
、
「
入
」
の
記
録
が
追
書
さ
れ
た
形
が

E
U
の
簡
に
他
な
ら
な
い
。
一
方
E
7
簡
に
つ
い
て
、
残
念
な
が
ら
こ
こ
に
寓
員
を
掲
げ
る

こ
と
が
で
き
な
い
が
、
『
居
延
漢
簡
』
圃
版
之
部
一
四
四
頁
に
み
え
る
こ
の
筒
、
「
図
月
丁
未
入
」
と
下
の
「
十
二
月
丁
酉
出
」
の
南
者
の
墨

色
を
比
べ
て
み
れ
ば
明
ら
か
に
差
が
あ
り
、
後
者
は
前
者
よ
り
も
格
段
に
墨
の
色
が
濃
い
。
と
い
う
こ
と
は
「
十
二
月
丁
酉
出
」
は
後
に
な
っ

- 7ー

て
迫
害
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
閲
出
入
記
録
は
出
土
地
、

つ
ま
り
肩
水
金
闘
で
作
ら
れ
た
原
簿

l
一
次
記
録

で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、

る
一
次
記
録
は
、
賓
際
の
出
入
場
所
|
関
所
で
し
か
存
在
せ
ず
、
逆
に
こ
う
い
っ
た
出
入
記
録
が
出
土
す
る
と
こ
ろ
は
閥
所
祉
で
あ
る
可
能
性

一
つ
の
簡
に
「
出
」
と
「
入
」
を
記
録
す
る
の
に
時
間
の
差
が
あ
る
か
か

が
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

侍
(
薬
・
温
所
〉

次
に
あ
げ
た
い
の
は
、
俸
(
祭・

過
所
と
も
い
う
が
、
本
稿
で
は
、
俸
に
統
一
す
る
〉
で
あ
る
。

E
U
 永
始
五
年
間
月
己
巳
朔
丙
子
北
郷
畜
夫
忠
敢
言
之
義
成
里
佳
自
嘗
自
言
震
家
私
市
居
延
謹
案
自
嘗
母
官

獄
徴
事
嘗
得
停
謁
移
肩
水
金
閥
居
延
豚
索
開
敢
言
之

637 



638 

閏
月
丙
子
傑
得
丞
彰
移
肩
水
金
閥
居
延
照
索
開
書
到
如
律
令
/
擦
長
令
史
建

永
始
五
年
閏
月
八
日
、
北
郷
沓
夫
忠
が
申
し
上
げ
ま
す
。
義
成
里
の
援
自
嘗
が
、

家
の
矯
め
に
私
的
に
居
延
で
一商一
い
を
し
た
い
と
自
ら
申

一
五
・
一
九

園

O 

告
し
て
き
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
に
自
首
に
は
前
科
は
な
く
、

俸
を
取
得
で
き
ま
す
。

肩
水
金
閥
、

居
延
鯨
索
聞
に
送
付
し
ま
す
。
敬

具
。
閏
月
八
日
傑
得
丞
彰
、
肩
水
金
閥
、
居
延
鯨
索
闘
に
迭
付
。
こ
の
書
簡
が
到
着
し
た
な
ら
、
律
令
の
規
定
ど
お
り
に
と
り
行
な
え
。

/
嫁
長
、
令
史
建

E
M
 甘
露
三
年
六
月
葵
丑
朔
庚
辰
佐
赦
之
敢
言
之
遁
令
史
安
世
移
簿
図

図
一
編
照
道
河
津
金
閥
母
苛
留
止
如
律
令
敢
言
図

(
正
)

四
三
・
ご
一
A

園

九

口
口
口
候
長
印

(
背
)

四
三

・
二
一
B

圏
一
四
O

(

日

〉

放
行
者
の
身
分
誼
明
書
で
あ
る
俸
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
大
庭
僑
氏
が
詳
細
に
考
査
し
て
い
る
。
氏
は
居
延
奮
簡
の
中
に
存
在
す
る
俸
の
断
簡
を

全
て
拾
い
あ
げ
、
書
式
、
公
用

・
私
用
の
別
、

い
。
た
だ
一
知
、
先
の
出
入
記
録
に
お
い
て
言
及
し
た
、

護
給
地
な
ど
の
面
か
ら
分
析
を
加
え
て
お
り
、

こ
こ
で
新
た
に
附
け
加
え
る
貼
は
あ
ま
り
な

- 8 ー

一
次
記
録
か
二
次
記
録
か
と
い
う
覗
勲
か
ら
若
干
検
討
を
加
え
て
お
こ
う
。

五
十
本
弱
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
関
所
祉
に
限
っ
て
出
土
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
肩
水
金
闘
と
関
係
す
る
官
暑
で
い
え
ば
、
肩
水
候
官

(
A
沼
退
社
)
、
肩
水
都
尉
府

(
A
お
遣
社
)
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
内
容
を
記
し
た
俸
が

居
延
奮
簡
の
な
か
で
停
の
断
片
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、

や
は
り
見
つ
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
例
ず
つ
あ
げ
よ
う
。

E 
15 

冗
康
二
年
正
月
辛
未
朔
笑
酉
都
郷
畜
夫
図

首
以
令
取
停
謁
移
過
所
儒
道
河
図

正
月
笑
酉
居
延
令
勝
之
丞
延
年
図

(
正
)

A
お
出
土

二
二
ニ
・
二
八
A
、
二
二
ニ
・
四
四
A

圏
三
六

印
日
居
令
延
印

(背〉

二
二
一
・
二
八
B
、
二
一
三
・
四
四
B

間
三
七

E
日

建
卒
五
年
十
二
月
辛
卯
朔
庚
寅
東
郷
音
夫
護
敢
言
之
嘉
卒
図



口
口
口
口
口
案
忠
等
母
官
獄
徴
事
謁
移
遁
所
鯨
邑
門
亭
河
津
閲
母
苛
留
敢
言
之

十
二
月
辛
卯
株
一
幅
獄
丞
博
行
丞
事
移
過
所
如
律
令
/
擦
海
守
令
史
衆
(
正
)
A
お
出
土
四
九
五
・
二
一
A
、
五
O
六
・
二
O
A
園
二
三

職
一
隅
獄
丞
印

(背
)

四
九
五
・
一
二

B
、
五
O
六
・
ニ

O
B
園
二
四

俸
の
文
面
、
特
に
そ
の
宛
先
は

E
H
「
鯨
道
河
津
金
開
」
、

E
日
「
遁
所
牒
道
河
図
」
、

E
M
「
過
所
鯨
邑
門
亭
河
津
開
」
と
な
っ
て
お
り
、
関

所
に
限
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
俸
の
断
簡
が
開
以
外
の
候
官
、
都
尉
府
の
遺
祉
か
ら
も
出
土
す
る
こ
と
は
、
納
得
で
き
よ
う
。
加
え
て

や
や
時
代
は
さ
か
の
ぼ
る
が
、
雲
夢
秦
簡

〈
法
律
答
問
〉
に
注
目
す
べ
き
簡
が
み
え
る
。

護
偽
書
弗
智
貸
二
甲
ν
今
成
陽
装
備
俸
弗
智
即
復
封
俸
官
ミ
鯨
ミ
亦
停
其
牒
次
到
関
市
得
ν
今
嘗
濁
威
陽
坐
賀
且
官

廓
嘗
壷
質
ν
威
陽
及
官
鯨
護
弗
智
者
首
皆
賀

四
二
七

四
二
八

偽
書
を
開
封
し
て
気
づ
か
な
け
れ
ば
賀
二
甲
。
い
ま
威
陽
で
偽
俸
を
開
封
し
て
気
づ
か
ず
、
叉
封
を
し
て
他
鯨
に
俸
迭
し
、
他
鯨
で
も
同

じ
よ
う
に
次
の
豚
に
停
迭
し
、
開
所
に
至
っ
て
護
費
し
た
。
ひ
と
り
威
陽
の
み
が
質
罪
に
嘗
た
る
の
か
〕
そ
れ
と
も
他
の
鯨
も
な
べ
て
罪

に
蛍
る
の
か
。
威
陽
お
よ
び
気
づ
か
ず
開
封
し
た
他
鯨
は
全
て
質
罪
に
嘗
る
。

- 9 ー

開
所
に
限
ら
.士
通
過
す
る
各
行
政
軍
事
車
位
(
過
所
懸
邑
門
亭
河
津
関
〉
で
停
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
、
秦
簡
は
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
閥
・
候
官
・
都
尉
で
出
土
の
俸
は
、
放
行
者
が
持
参
し
て
い
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
控
え
な
の
か
と

い
う
こ
と
、
本
稿
で
使
っ
た
用
語
で
い
え
ば
、
一
次
記
録

・
二
次
記
録
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
は
大
庭
氏
も
強
い
閲

(
日
比
〉

心
を
示
し
て
お
り
、
氏
も
言
う
よ
う
に
解
明
の
有
数
な
方
法
は
、
停
の
筆
蹟
を
調
べ
る
こ
と
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
現
段
階
で
同
筆
の
博
を

確
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
加
え
て
事
柄
は
私
の
能
力
を
越
え
る
。
せ
い
ぜ
い
次
の
方
向
か
ら
考
え
る
こ
と
で
一
往
の
剣
断
を
下
し
て
お
き
た

い
。
ハ
門
闘
も
し
く
は
候
官
、
都
尉
で
持
参
の
俸
を
回
牧
し
て
も
、
新
た
な
俸
を
再
護
行
せ
ね
ば
按
行
者
は
身
分
置
明
書
が
な
く
な
り
、
最
終
的

に
は
出
裂
地
に
も
ど
れ
な
く
な
る
。
旗
行
者
で
あ
る
か
ぎ
り
、
身
分
誼
明
書
は
常
に
擁
帯
し
て
い
る
と
想
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ωす
で
に
永

(

日

)

田
英
正
氏
が
言
っ
て
い
る
が
、

E
M
、
E
目、

E
M
の
背
面
に
記
入
さ
れ
た
「
某
々
之
印
」
と
は
、
封
印
さ
れ
た
印
影
の
寓
し
で
あ
り
、
そ
こ

639 



か
ら
正
面
の
文
も
潟
し
の
可
能
性
が
強
い
。
同
雲
夢
秦
簡
の
簡
文
を
讃
む
か
ぎ
り
、
威
陽
か
ら
開
所
ま
で
同
じ
偽
造
の
俸
が
迭
付
さ
れ
た
と
と

れ
る
。
帥
時
代
が
少
し
下
る
が
、
菅
令
に
次
の
よ
う
な
一
僚
が
あ
る
。
「
菅
令
。
諸
ろ
の
闘
を
渡
る
及
び
船
筏
に
乗
り
て
上
下
し
津
を
経
る

者
、
皆
な
(
過
)
所
有
り
。

一
通
を
寓
し
て
開
吏
に
付
す
」
(
『
太
卒
御
覧
』
各
五
九
八
)

以
上
の
四
貼
よ
り
、
私
は
居
延
漢
聞
に
み
え
る
俸
を
、
放
行
者
が
持
参
し
た
も
の
の
寓
し
、
つ
ま
り
二
次
記
録
だ
と
判
断
し
た
い
。

640 

符

一
封
の
簡
を
分
け
て
所
持
し
、
二
枚
を
照
会
す
る
こ
と
で
信
用
の
誼
と
す
る
符
の
う
ち
、
遁
行
に
閲
す
る
符
は
居
延
奮
簡
に
お
い
て
十
枚
、

確
認
さ
れ
て
い
る
。

E 
17 

始
元
七
年
間
月
甲
辰
居
延
興
金
闘
魚
出
入
六
寸
符
券
歯
百
従
第
一
至
千
左
居

官
右
移
金
閥
符
合
以
従
事
・
第
八

六
五
・
七

- 10ー

図

E 
18 

始
元
七
年
間
月
甲
辰
居
延
興
金
閥
漏
出
入
六
寸
符
券
歯
百
従
第
一
至
千
左
居

口
口
口
口
口
口
合
以
従
事
・
第
十
八

六
五
・

九

園

E
N
 

六
五

・一

O
図

始
元
七
年
間
月
甲
辰
居
延
興
金
閥
馬
出
入
六
寸
符
参
歯
百
従
第
一
至
千
図

E
m
 図
金
閥
出
入
六
寸
符
図

図
従
事
図

一
一
・
八

園
六
九

E
n
 図
出
入
六
寸
符
券
歯
百
従

一
至
図

図
口
口
品
川
三
図

一
一
-
一
一
六

岡
三
九

E 
22 

図
寸
符
券
歯
百
従
第

一
至
千
左
居
図

一
一
一
一
一
-
一
七

園
九
三

E 
23 

図
居
延
興
金
開
漏
出
入
六
寸
符
券
歯
百
従
第
一
至
千
左
居

図
符
合
以
従
事
・
第
七

二
七
四
・
一

O



E 
24 

図
居
延
輿
金
閥
漏
出
入
六
寸
符
多
歯
百
従
第
一
至
図

口
口
居
官
右
移
金
関
符
合
以
従
事
・
第
十
九

永
光
四
年
正
月
己
酉

E 
25 

裏
佑
延
寄
照
長
孫
時
符

E 
26 

永
光
四
年
正
月
己
酉

裏
佑
呑
胡
照
長
張
彰
粗
符

二
七
四
・
一
一

妻
大
女
昭
武
高
歳
皇
孫
第
卿
年
廿

子
小
女
王
女
年
三
歳

弟
小
女
耳
年
九
歳

二
九
・
一

圃
六
O

皆
黒
色

輔子子子妻
妻小大大大
南女男男女
来ミ康輔昭
年足宗年武
寸年年十寓
五九十九歳
歳歳二歳里
歳口
口

語

皆
黒
色

二
九
・
ニ

園
六

O

最
初
に
次
の
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
木
簡
で
は
原
則
と
し
て
A
辺
(
肩
水
金
関
壮
〉
出
土
の
簡
を
と
り
あ
げ
考
察
し
て
い

る
の
だ
が
、
右
に
列
奉
し
た
十
簡
の
な
か
で

E
口
J
E
M
の
八
簡
は
、
買
は

A
お
(
肩
水
候
官
枇
)
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
あ
げ
た
E
U
J
E
M
を
ま
ず
み
れ
ば
、
こ
れ
は
始
元
七
年
閏
月
甲
辰
に
作
ら
れ
た
千
セ
ッ
ト
の
中
の
八
枚
と
考
え
て
よ
か
ろ

「
居
延
鯨
と
肩
水
金
闘
の
聞
で
出
入
六
寸
の
符
を
つ
く
る
。

歯
(
刻
み
〉
は
百
種
あ
り
、
一
番
か
ら
千
番

(

凶

〉

ま
で
。
左
は
官
(
居
延
豚
〉
に
置
き
右
は
肩
水
金
闘
に
迭
付
、
符
合
す
れ
ば
職
務
を
遂
行
せ
よ
。
」
と
従
来
か
ら
解
揮
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近

年
、
敦
埠
鯨
油
土
よ
り
出
土
し
た
「
卒
望
青
堆
黙
警
侯
符
」

(
D
m
・
8
の
符
文
に
「
歯
百
L

と
い
う
字
句
が
あ
り
、
簡
側
に
つ
け
ら
れ
た
切

(

口

〉

り
込
み
の
中
に
「
百
」
の
字
の
半
分
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
歯
百
」
と
は
「
切
り
込
み
の
中
に
百
の
字
を
書
く
」
と
い
う
こ
と

(

四

)

で
あ
り
、
居
延
簡
の
場
合
も
同
じ
意
味
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
、
「
右
」
と
は
「
百
」
の
字
の
左
右
の
半
分
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

う

符
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

- 1]ー

「左」

と
は
別
に
、
む
し
ろ
符
文
全
韓
の
意
味
に
関
わ
る
の
だ
が
、
私
に
は
い
ま
ひ
と
つ
納
得
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
従
来
の
解
揮
で
は
、
符
が

肩
水
金
閥
と
居
延
廓
の
聞
で
か
わ
さ
れ
、
居
延
と
金
闘
に
一
片
ず
つ
置
か
れ
て
い
た
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
述
の
と
お
り
E
口
J
E
M
の
出

641 

官
祉
か
ら
出
土
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
叉
、

土
地
は
肩
水
金
聞
社
A
認
で
は
な
く
A
お
(
肩
水
候
官
祉
〉
な
の
で
あ
り
、
居
延
牒
か
金
間
に
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
も
の
が
ど
う
し
て
肩
水
候

い
く
つ
か
の
黙
で

「
符
合
」
は
い
っ
た
い
ど
こ
で
行
な
わ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
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蹄
に
お
ち
な
い
。

そ
こ
で
ま
ず
考
え
た
い
の
は
、
符
文
に
い
う
「
左
居
官
」
の
「
官
」
を
居
延
鯨
と
と
る
の
が
正
し
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
居
延
漢
聞

に
み
え
る
「
官
」
と
は
候
官
の
こ
と
を
指
す
場
合
が
多
い
が
、
こ
こ
に
於
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
候
官
つ
ま
り
肩
水
候
官
の
こ
と
だ
と
解
す

る
ほ
う
が
自
然
で
な
か
ろ
う
か
。
む
し
ろ
そ
う
解
轄
し
て
は
じ
め
て
何
故
か
か
る
簡
が
肩
水
候
官
祉
か
ら
出
土
す
る
の
か
説
明
が
つ
く
。
す
な

わ
ち

E
U
J
E
M
は
肩
水
候
官
に
置
か
れ
た
「
左
牢
分
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
私
は
一
連
の
符
文
の
内
容
を
こ
う
理
解
し
た
い
。

「
肩
水
都
尉
府
も
し
く
は
肩
水
候
官
所
属
の
者
が
金
闘
を
通
過
し
て
居
延
地
方
に
出
向
き
、

ま
た
肩
水
候
官
に
も
ど
っ
て
く
る
。
そ
の
場
合
持

参
せ
ね
ば
な
ら
な
い
符
は
肩
水
候
官
に
常
置
し
て
お
り
、
そ
れ
を
摺
行
し
て
往
復
の
金
閥
、
通
過
の
際
、
そ
こ
に
置
い
て
あ
る
他
の

一
片
と
照
合

し
出
入
が
認
め
ら
れ
る
」
と
。
符
は
居
延
鯨
と
金
闘
の
聞
で
交
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

(
山
口
)

が
金
闘
を
出
入
す
る
際
に
使
用
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
か
か
る
符
は
お
そ
ら
く
吏
卒
の
巡
視
な
ど
に
使
わ
れ
、
定
期
性
の
強
い
公
務
を
帯
び

(

却

)

し
か
も
大
庭
氏
も
言
う
ご
と
く
短
距
離
を
移
動
す
る
者
が

一
定
の
聞
に
限
っ
て
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
肩
水
金
闘
に

肩
水
候
官
(
も
し
く
は
肩
水
都
尉
府
)
管
匡
内
の
属
官

も
置
か
れ
た
は
ず
の
符
に
つ
い
て
言
え
ば
、
居
延
醤
聞
の
中
か
ら
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、

(

幻

)

出
土
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
申
し
そ
え
て
お
く
。

一
九
七
三
年
出
土
の
居
延
新
簡
の
う
ち
に
A
辺

- 12ー

た
者
が
利
用
し
、

し
か
し
そ
れ
で
も
不
明
な
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
残
る
。

何
よ
り
も
わ
か
ら
な
い
の
は

博
と
符
と
の
関
係
で
あ
る
。

公
用
・
私
用
、

短
距

離

・
遠
距
離
に
限
ら
ず
旋
行
者
は
、
俸
と
符
の
二
つ
を
摘
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
ど
ち
ら
か
一
種
で
よ
か
っ
た
の
か
。
定
期
的
巡

覗
者
使
用
と
想
定
で
き
る

E
口
J
E
M
に
限

っ
て
み
れ
ば
、
俸
は
不
用
だ
っ
た
ろ
う
が
、

E
お、

E
お
の
符
は
、
少
し
く
性
格
が
ち
が
う
。
要

位
候
官
延
寄
燈
長
孫
時
、
同
呑
胡
燈
長
張
彰
租
が
家
麗
と
共
に
金
闘
を
通
過
し
た
際
の
こ
の
符
に
つ
い
て
い
え
ば
、
彼
ら
が
別
に
身
分
誼
明
書

で
あ
る
侍
を
所
持
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

(

幻

〉

れ
は
所
扇
町
師
、
所
属
官
暑
が
夜
行
)
と
各
開
所
を
通
過
す
る
際
、 放
行
者
は
、
放
行
が
移
了
す
る
ま
で
所
持
せ
ね
ば
な
ら
な
い
俸
l
身
分
誼
明
書
(
そ

照
合
す
る
符
(
闘
所
毎
に
濁
自
に
あ
っ
て
、
惇
所
持
者
に
闘
な
い
し
そ
の
上
部
機
関
が

設
行
)
の
雨
者
を
保
持
し
、

符
は
通
行
チ

ェ
ッ
ク
を
よ
り
厳
正
に
す
る
と
と
も
に
通
闘
手
績
の
簡
便
さ
を
は
か
る
も
の
と
い
ち
お
う
考
え
て
み



た
い
が
、
そ
れ
を
明
確
に
裏
づ
け
る
誼
擦
は
、

(

お

)

い
ま
の
と
こ
ろ
な
い
。

致
籍関
所
に
か
ん
す
る
簡
の
な
か
に
「
致
籍
」
と
い
う
語
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
散
見
す
る
。
肩
水
金
開
出
土
簡
に
は
、

圏
凡
出
入
闘
停
致
籍

た
と
え
ば
、

E
U
 

五
0
・
二
六

圃
二
九

ス
タ
イ
ン
護
見
敦
煙
筒
の
中
に
も
「
致
籍
」
と
記
し
た
簡
が
み
え
る
。

と
い
っ
た
掲
が
あ
り
、

E 
28 

(

正

〉

圏
玉
門
都
尉
府
麗
吏

圏
致
籍

(
背
)

疏
三
五
二

E 
29 

口
適
士
吏
張
博

閏
月
丁
未
持
致
籍
詣
弔
ア
府

疏
三
六
四

掲
の
表
題
と
も
な
っ
て
い
る
こ
の
「
致
籍
」
と
は
、
何
を
=
意
味
す
る
の
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
陳
邦
懐
、
委
錫
圭
、
醇
英
群
の
各
氏
が

(

M

)

 

言
及
し
て
お
り
、
私
は
そ
の
中
で
致
の
登
記
簿
の
一
種
と
す
る
妥
氏
の
設
に
大
筋
に
お
い
て
賛
同
す
る
。
氏
の
所
論
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ

- 13ー

る
が
、
そ
の
理
由
を
述
べ
て
お
こ
う
。

図
私
市
居
延
願
以
令
取
致
謹
図

こ
れ
は
、
す
で
に
と
り
あ
げ
た
身
分
謹
明
書
|
俸
の
断
片
だ
が
、
そ
こ
に
見
え
る
「
以
令
取
致
|
令
を
以
て
致
を
取
る
」
は
、
例
え
ば
他
の
簡

で
は
「
願
以
令
取
停
謹
図
」
(
二
四
三
・
三
七

ま
ず
、

「
致
」
と
い
う
語
に
つ
き
、
開
所
に
関
連
し
た
簡
で
は
次
の
様
な
用
例
が
あ
が
る
。

E 
30 

二
四
三
・
三
四

園
一
一
二

園
二
二
)
、

「
嘗
以
令
取
停
」

(
E
日
既
出
)
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
用
例
と
し
て
は
「
致
」

よ
り
も
「
停
」
と
-
記
さ
れ
る
方
が
多
い
の
だ
が

「
致
」
と
「
俸
」
が
こ
こ
で
は
同
じ
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
他
に

失
の
よ
う
な
停
も
あ
る
。

643 

E 
31 

甘
露
四
年
六
月
丁
丑
朔
甲
辰
西
郷
有
秩
口
口
図

王
武
案
母
官
徴
事
嘗
鶏
俸
致
口
図
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口
口
口
六
月
錐
陽

三
三
四
・
二

O
A
園
五
八

「
嘗
震
侍
致
口
」
の
下
は
聞
が
折
れ
て
い
る
が
、
既
出
の

E
U
「
謹
案
自
首
母
官
獄
徴
事
首
得
傍
謁
移
:
:
:
」
一
な
ど
か
ら
す
れ
ば
「
俸
致
事
一

(移〉

:
:
・
」
と
績
き
、

「
傍
致
」
と
い
う
連
文
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
停
」
と
同
じ
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
E
幻
の
掲
「
出
入
関
係
致
籍
」
も

「
停
致
籍
」
で
一
語
な
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
「
博
」

「致」

「
停
致
」
は
と
も
に
通
行
誼
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

「
致
」
が
果
た
し
て
か

か
る
意
味
な
ら
ば
、

の
が
妥
首
で
あ
ろ
う
。
金
闘
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
掲
も
出
土
し
て
い
る
。

「
致
籍
」
叉
は
「
俸
致
籍
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は

通
行
誼
(
俸
〉
を
も
っ
て
関
所
を
通
過
し
た
者
の
リ
ス
ト
と
考
え
る

E 
32 

二
九
・
三
A
、
B

園
六

O

陽
朔
元
年
六
月
吏
民
出
入
籍

「
出
入
籍
」
「
出
入
停
致
籍
」
と
も
に
同
じ
一
意
味
に
相
違
な
い
。

致
籍
が
通
闘
者
の
名
籍
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
語
は
表
題
と
し
て
掲
な
ど
の
上
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

お
そ
ら
く
関
所
に
お
い

- 14ー

て
日
毎
の
通
行
者
を
あ
る
一
定
期
間
毎
に
ま
と
め
て
整
理
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
す
な
わ
ち

一
次
記
録
|
関
所
出
入
記
録
が
整
理
さ
れ
た

の
が
二
次
記
録
|
致
籍
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
こ
の
様
に
初
め
の
名
簿
を
整
理
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
を

上
部
官
署
に
報
告
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
に
他
な
ら
ず
、

た
と
え
ば
陳
邦
懐
氏
ら
は
致
籍
の
意
味
を
上
級
官
臆
に
提
出
す
る
文
書
と
解
し
て
い

る
。
見
て
き
た
よ
う
に
致
籍
の
語
義
を
そ
う
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
致
籍
作
成
の
目
的
が
上
級
官
鹿
へ
の
報
告
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な

い
。
で
は
そ
れ
は
ど
こ
に
向
け
て
報
告
さ
れ
る
の
か
、
上
級
官
臆
と
は
具
盟
的
に
は
何
か
。
事
柄
は
こ
こ
で
関
所
の
統
廃
閥
係
と
い
う
と
こ
ろ

に
及
ん
で
こ
よ
う
。
目
を
よ
り
贋
く
エ
チ
ナ
川
一
帯
に
向
け
る
こ
と
で
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
い
き
た
い
。

ω
 エチ
ナ
川
流
域
の
関
所

エ
チ
ナ
川
流
域
の
漢
代
燦
燈
遺
祉
の
な
か
で
、
そ
こ
が
関
所
社
で
あ
る
と
確
買
に
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、

A
詑
肩
水
金
開
祉
だ
け
だ
が
、
他

に
闘
所
の
遣
社
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
探
る
ひ
と
つ
の
方
法
は
、

A
詑
出
士
聞
と
似
た
特
徴
を
も
っ
聞
を
出
土
す
る
蜂
耀
遺
祉
を
見



つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

グ

ヘ

γ
ト

ν
イ

北
緯
四
一
度
三

O
分
、
東
経
一

O
O度
四
五
分
あ
た
り
、
伊
肯
川
の
東
岸
に
布
肯
托
尼
切
口

5
8・Z
H
a
と
呼
ば
れ
る
地
が
あ
る
。
そ
の
東

北
の
高
蓋
に
漢
代
の
峰
燈
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
お
り
、
西
北
科
皐
考
査
圏
は

A
Z
と
い
う
遺
祉
番
践
を
附
け
て
い
る
。
一
九
三

0
・
一
三
年
の

調
査
で
は
、
二
五

O
蝕
枚
の
漢
簡
が
そ
こ
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
責
は
こ
の

A
況
も
関
所
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
出
土
簡

の
な
か
に
次
の
よ
う
な
簡
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

士
吏
蝶
得
高
卒
里
公
乗
+
氾
吉
年
品
川
七
迎
司
御
銭
居
延

図
徐
薫
年
廿
七
牌
騨
一
一
M

M
問時一一町一一

(
お
〉

こ
れ
は
、
記
述
内
容
お
よ
び
書
式
の
う
え
で
前
一
章
で
と
り
あ
げ
た
闘
出
入
記
録
に
相
違
な
い
。
書
式
か
ら
い
え
ば
も
う
一
枚
、
こ
れ
は
断
片
だ

が
次
の

E
お
も
附
け
加
え
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

E 
33 

八
月
戊
戊
入

口
口
甲
辰
出

園
一

O
九

一七

0
・
七

E 
34 

二
五
・
二

圃
二
=
九

E 
35 

- 15ー

図
口
口
里
公
乗
解
宗
年
五
十
三
図

二
五
・
二
ニ

園
二
二
九

こ
う
い
っ
た
開
出
入
記
録
は
、
関
所
祉
特
有
の
出
土
簡
で
あ
る
が
、
他
に
関
所
祉
か
ら
は
通
行
誼
|
俸
の
潟
し
も
出
土
す
る
。

A
n
出
土
聞
の

な
か
に
や
は
り
俸
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

645 

E 
36 

元
延
二
年
八
月
庚
寅
朔
甲
午
都
郷
音
夫
武
敢
言
図

褒
藻
倶
迭
詮
女
子
趨
佳
張
披
郡
中
謹
案
戸
図

留
如
律
令
敢
言
之
・
八
月
丁
酉
居
延
丞
忠
図

岡
六

(
正
)

一
八
一
・
一
一
A

居
延
丞
印

八
月
庚
子
以
来

ハ
背
)

国
六
一

一
八
一
-
一
一
B

E 
37 

図
朔

都
郷
沓
夫
長
敢
言
図

図
取
惇
蹄
敦
埠

敢
E 

図

一
八
一
・
一

O

園
六
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r
J
o
o
 

y
I
q
J
 

元
延
二
年
七
月
乙
酉
居
延
令
向
丞
忠
移
過
所
鯨
遁
河
津
閲
遣
亭
長
王
豊
以
詔
書
買
騎
馬
酒
泉

敦
埋
張
披
郡
中
曽
舎
侍
舎
従
者
如
律
令
/
守
令
史
調
佐
褒
七
月
丁
亥
出

(
正
)

一七

0
・三
A

回一

O
九

居
延
令
印

七
月
丁
亥
出

(背〉

一七

0
・三
B

図

一一

O

侍

関
所
に
限
ら
ず
候
官
や
都
尉
府
の
場
合
も
あ
る
。
し
か
し

A
n
遺
祉
に
つ
い
て
言
え

ポ

開

ツ

オ

ゾ
チ

ば
、
こ
こ
は
居
延
都
尉
府
品
川
井
候
官
の
管
匿
に
属
し
、
品
川
井
候
官
の
所
在
地
は

A
2
よ
り
北
の

P
9
(博
羅
松
治
回

o
g
S
2
5、

〈
M
m
)

カ
ラ
ホ
ト
あ
た
り
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

居
延
都
尉
に

よ
り
正
確
に
は
俸
の
寓
し

が
出
土
す
る
の
は
、

つ
い
て
は
、

は
っ
き
り
は
確
定
で
き
な
い
も
の
の
、

つ
ま
り
A
引
を
も
っ
て
候
官
・
都
尉
の
治
所
で

あ
っ
た
と
は
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
外
に
博
が
出
土
す
る
遁
祉
で
あ
る
関
所
の
可
能
性
が
強
く
な
る
。
閥
出
入
記
録

(

幻

)

と
停
、
こ
の
二
種
の
関
所
特
有
の
聞
が
出
土
す
る
こ
と
よ
り
、

A
況
は
閥
所
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
そ
ら
く
誤
り
な
か
ろ
う
。

A
認
の
他
に
A
乱
も
閥
所
の
遺
祉
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
二
箇
所
出
土
の
聞
を
改
め
て
比
較
検
討
し
て
み

ょ
う
。
と
り
あ
げ
た
い
の
は

E
U
と
E
犯
の
二
つ
の
閲
出
入
記
録
で
あ
る
。

- 16ー

E 
11 

居
延
城
倉
佐
王
馬
提
汗
里

士
吏
傑
得
高
卒
里
公
衆
沼
吉
年
品
川
七

年
廿
七
・
間
百
円
日
之
傑
得
覗
女
病
十
月
乙
酉
入

八
月
戊
戊
入

口
口
甲
辰
出

A
沼
肩
水
金
闘
を
通
過
し
た
記
録
、

六
二
・
五
五

E 
33 

迎
司
御
銭
居
延

一七

0
・七

E
日
は
居
延
城
に
い
る
王
局
が
娘
の
病
気
見
舞
に
牒
得
鯨
に
向
か
う
時
、

E
お
は
幌
得
照
出
身
の
程
吉
な

あ
り
、
る
者
が
司
御
銭
を
居
延
に
受
け
取
り
に
行
く
際
に

A
n
を
通
過
し
た
時
の
記
録
で
あ
る
。
問
題
は
そ
こ
に
記
さ
れ
た
「
出
」
と
「
入
」
の
語
で

(

お

)

E
犯
で
は
南
か
ら
北
に
向
か
う
の
を
「
入
」
と
表
現
し
て

E
日
の
場
合
、
北
か
ら
南
に
向
か
っ
て
闘
を
通
る
こ
と
を
「
入
」
と
い
い
、

い
る
。
す
な
わ
ち

A
辺
と

A
況
で
は
「
出
」
と
「
入
」
の
方
向
が
逆
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
つ
の
闘
で
か
く
出
入
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

が
反
劉
で
あ
る
の
は
何
故
な
の
か
。
畢
寛
そ
れ
は
、
開
所
が
ど
う
い
っ
た
配
置
で
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
か
に

起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
こ
こ
に
素
朴
な
ひ
と
つ
の
疑
問
が
わ
い
て
く
る
。
エ
チ
ナ
川
流
域
に
は
い
っ
た



い
関
所
が
い
く
つ
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
。

居
延
漢
簡
の
な
か
に
記
さ
れ
て
い
る
開
名
は
、
こ
れ
ま
で
五
つ
あ
が
っ
て
い
る
。
う
ち
二
つ
は
、
す
で
に
通
行
誼
1

俸
の
簡
、

た
と
え
ば

E

日
な
ど
で
確
認
で
き
る
肩
水
金
閥
、
居
延
鯨
索
闘
で
あ
り
、
他
に
居
延
牧
閥
、
珍
北
始
贋
閥
、
品
川
井
厭
索
開
と
韓
請
で
き
る
簡
が
一
簡
ず
つ
存

(
明
日
〉

在
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

E
ぬ
J
E
4
が
そ
れ
に
嘗
た
る
。

三
月
辛
亥
迩
霊
丁
丑
積
廿
七
日
従
高
年
時
敗
北
界
南
憲
夫
呑
暗
黙
南
界
母
人
馬
蘭
越
塞
天
田
出
入
迩

三
月
戊
寅
迭
府
君
至
品
川
井
豚
索
開
因
迭
御
史
李
卿
居
延
室
庚
辰
積
三
日
不
迩

必
行
加
慎
母
忽
督
蓬
擦
従
珍
北
始
康
開
口
口
到
鯨
索
開
抑
制
持
方
循
行

正
月
戊
午
食
時
蛍
曲
卒
湯
受
居
延
枚
閥
卒
褒
下
舗
図

図
詣
張
披
太
守
府
臨
木
卒
護
付
詞
数
北
照
卒
則
蛍
曲
口
口
数
北
図

図
時
中
程

こ
の
な
か
で

E
却
に
み
え
る
「
品
川
井
鯨
索
開
」
は
、
園
版
を
み
て
も
は
っ
き
り
そ
う
讃
め
る
が
、
他
の

E
却、

E
4
の
閲
名
は
、
韓
請
の
う
え

E
却

呑
遠
候
史
李
赦
之
J

二
O
六
・
二

園
二
二
五

E
羽

四
二
一
・
八

園一

O
六

E 
41 

五
六
・
三
七

園
三
六
八

で
疑
問
が
残
る
。

樟
文
之
部
』
(
一
九
四
九
年
刊
〉
の
み
で
あ
り
、

- 17ー

E
却
で
「
珍
北
始
贋
閥
」
と
韓
請
し
た
の
は
唯
一
、
務
総
『
居
延
漢
簡
考
樟

(

却

)

そ
の
後
な
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
樟
文
は
「
始
贋
閥
」
で
一
定
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
最
近
の
『
居
延
漢
簡
樺
文
合
校
』
で
は
「
始
度
以
」
と

揮
す
。
事
質
、
寓
員
を
み
て
も
「
贋
閥
」
と
は
讃
み
難
く
、
一
一
意
味
か
ら
し
て
も
「
督
蓬
擦
は
珍
北
(
候
官
)
よ
り
始
め
て
度
っ
て
以
て
:
:
:
鯨

E
4
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
簡
は
郵
書
惇
達
記
録
で
あ
る
が
、
他
に
嘗
曲
耀
と
の
聞
で
交
さ

一方、

索
開
に
到
る
」
と
と
る
方
が
遁
ず
る
。

れ
た
同
類
の
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
た
と
え
ば

3
2

八
月
庚
戊
夜
少
字
臨
木
卒
午
受
品
川
井
図

E
4

局
中
五
分
蛍
曲
卒
向
付
居
延
牧
降
卒
口
図

(
出
品
〉

な
ど
か
ら
し
て
、
「
牧
閲
」
よ
り
も
「
牧
降
」
と
揮
し
牧
降
健
と
い
う
燈
名
に
ち
が
い
な
い
。
要
す
る
に
居
延
奮
簡
中
、
二
七
0
・二

圏
三
三
九

確
か
に
閲
名
と
し
て

樺
讃
で
き
る
も
の
は
、
肩
水
金
閥
、
居
延
鯨
索
開
、
品
川
井
鯨
索
開
の
三
つ
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
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結
論
を
言
え
ば
、
私
は
エ
チ
ナ
川
流
域
の
閥
所
の
敷
は
、
金
閲
と
鯨
索
闘
の
二
つ
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
う
考
え
る
第
一
の
理
由
は
、
例
の

通
行
誼
の
簡
文
で
あ
る
。
そ
れ
は
停
護
行
の
機
聞
か
ら
通
過
す
べ
き
厭
・
亭
・
津
・
聞
に
向
け
て
通
行
者
の
逼
過
許
可
を
依
頼
す
る
文
書
の
形
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式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、

E
日
の
よ
う
に
「
謁
移
過
所
鰐
口
巴
門
亭
河
津
閥
」
と
記
す
の
も
あ
れ
ば
、
具
健
的
闘
名
を
あ
げ
る
場
合
も
あ

る
が
、
た
だ
そ
こ
に
見
え
る
名
は
、
肩
水
金
闘
と
居
延
鯨
索
開
以
外
の
闘
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
E
U
を
例
に
し
て
い
ま
す
こ
し
考
え
て
み

よ
う
。
こ
の

E
U
の
俸
は
、
傑
得
豚
か
ら
居
延
瞬
に
行
く
崖
自
嘗
と
い
う
人
物
の
通
行
歪
で
あ
る
。

「
謁
移
肩
水
金
闘
居
延
鯨
索
開
」
と
し
て

穆
げ
ら
れ
る
閲
名
は
、
や
は
り
金
開
と
豚
索
開
の
み
で
あ
る
。
と
す
る
と
傑
得
鯨
か
ら
居
延
豚
ー
ー
そ
の
牒
城
は

K
川
あ
た
り
と
推
定
し
て
お

く
ー
ー

に
至
る
ル

l
ト
、
つ
ま
り

エ
チ
ナ
川
流
域
に
は
、

二
つ
の
闘
し
か
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
る
の
が
普
通
で
な
か
ろ
う
か
。
第
二

の
理
由
は
、
関
所
の
設
置
基
準
、
闘
は
ど
う
い
う
行
政
又
は
軍
事
皐
位
に
所
属
す
る
も
の
と
し
て
置
か
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
肩
水

E
口
J
E
M
A
の
符
は
肩
水
金
闘
と
肩
水
候
官
の
密
接
な
闘
係
を
示
し
て
お
り
、
別
に
肩
水
闘
耳
目
夫
が
肩
水
候
の
職
務

(
幻
)

を
代
行
す
る
こ
と
を
記
し
た
簡
も
あ
る
。
な
ら
ば
そ
こ
か
ら
、
各
候
官
に
開
所
が

一
つ
ず
つ
置
か
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
偲
定
も
成
り
立
つ
で

金
闘
に
つ
い
て
言
え
ば
、

あ
ろ
う
。

し
か
し
か
り
に
各
候
官
毎
に
関
所
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
何
故
E
U
に
は
他
の
候
官
に
属
す
る
閲
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。
肩

(

お

)

水
候
官
の
北
に
は
哀
他
候
官
、
が
、
西
に
は
康
地
候
官
が
置
か
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
候
官
名
を
冠
す
る
開
名
は
見
え
な
い
。

こ
と
が
ら
は
、

居
延
都
尉
府
の
下
の
候
官
、
珍
北
・

甲
渠
候
官
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
確
か
に
西
北
科
皐
考
査
圏
の
調
査
は
科
率
的
考
古

渡
掘
と
し
て
不
充
分
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
私
は
や
は
り
開
名
の
か
か
る
限
定
を
皐
に
偶
然
と
し
て
片
づ
け
る
の
に
抵
抗
が
あ
る
。
各
候
官
毎

- 18ー

に
闘
が
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
都
尉
府
の
管
轄
を
う
け
都
尉
府
毎
に

一
つ
設
置
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
肩
水
金
関
、
居
延
豚
索
開
と
い
う
閥
名
が
冠
す
る
「
肩
水
」
「居
延」

は
何
か
と
問
え
ば
、
そ
れ
は
屑
水
都
尉
、

居
延
都
尉
を
措
い
て
他
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

エ
チ
ナ
川
流
域
に
は
居
延
と
屑
水
の
二
都
尉
府
が
あ
っ
た
。
従

っ
て
閲
所
の
数
も
二
つ
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
理
由
を
以
て
、

エ
チ
ナ
川
流
域
の
閲
所
は
金
闘
と
瞬
索
闘
の
二
闘
と
推
定
す
る
わ
け
だ
が
、
先
に
居
延
嘗
簡
中
に
確
認
で
き
る
開
名

は
屑
水
金
閥
、
居
延
鯨
索
閥
、
品川
井
豚
索
闘
の
三
つ
だ
と
述
べ
た
。

こ
の
個
師
を
お
そ
ら
く
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
寅
は
私
は
さ
ら
に
一
歩

踏
み
込
み
、
次
の
臆
測
を
加
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。



開
所
の
遺
祉
に
閲
し
て
、

A
m
(肩
水
金
関
祉
〉
の
他
に

A
Z
も
関
所
祉
だ
と
論
じ
た
が
、
こ
の

A
a
は
何
と
い
う
閲
名
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

ぅ
。
そ
こ
で
想
起
し
た
い
の
が
「
品
川
井
鯨
索
開
」
な
る
閥
名
で
あ
る
。

A
m
は
品
川
井
候
官
管
匿
内
に
位
置
し
、
そ
こ
か
ら
A
Z
H品
川
井
照
索
開

と
い
ち
お
う
比
定
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
品
川
井
候
官
は
居
延
都
尉
府
に
属
す
る
わ
け
で
あ
り
、

の
推
定
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
開

A
nは
他
な
ら
ぬ
居
延
鯨
索
開
だ
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

い
ま
関
所
は
都
尉
府
毎
に
一
つ
置
か
れ
た
と

つ
ま
る
と
こ
ろ

A
nの
名
稽
は
何
か
、
私
は

と
も
密
接
な
関
係
を
有
し
、

A
nの
正
稽
は
、
そ
れ
が
属
す
る
都
尉
府
の
名
を
冠
し
た
居
延
鯨
索
闘
で
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
閥
所
は
そ
の
場
所
を
管
轄
匡
域
と
す
る
候
官

A
a
が
品
川
井
候
官
匡
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
別
名
、
品
川
井
勝
索
開
と
も
呼
ば
れ
た
。
ま
さ
し
く
臆
測
の
域
を

出
な
い
が
こ
の
よ
う
に
推
定
し
た
い
の
で
あ
る
。

明
ら
か
に
な
ろ
う
。

エ
チ
ナ
川
流
域
の
闘
所
の
教
と
そ
の
所
属
を
右
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
先
に
し
ば
し
ば
保
留
し
て
お
い
た
二
つ
の
事
柄
も
お
の
ず
と

「
入
」
の
意
味
、
そ
れ
は
各
関
所
が
属
す
る
都

一
つ
は
、

A
沼
・

A
Z
雨
遺
祉
出
土
の
閥
出
入
記
録
に
記
さ
れ
た
「
出
」

尉
府
に
向
か
う
場
合
が

「入」、

そ
の
逆
が

「山山」

と
理
解
で
き
る
。

居
延
豚
索
開
(
A
n
〉
以
北
に
居
延
都
尉
府
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
か

- 19ー

ら、

A
n出
土
の
簡
で
は
北
行
を
「
入
」
と
い
う
。

一
方
、
肩
水
都
尉
府
は
肩
水
金
闘
の
南
に
あ
り
、
従
っ
て
南
行
を
「
入
」
と
す
る
。
言
い

か
え
れ
ば
、
出
入
記
録
と
は
都
尉
府
の
管
区
に
出
入
す
る
者
の
チ
ェ
ッ
ク
簿
に
他
な
ら
な
い
。

い
ま
ひ
と
つ
は
、
開
出
入
記
録
を
整
理
し
て
作

成
さ
れ
た
致
籍
、
そ
れ
は
ど
こ
に
向
け
て
報
告
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
関
所
が
出
入
者
を
報
告
す
る
上
部
機
関
と
な
れ
ば
、
や

は
り
こ
れ
も
聞
所
を
統
轄
す
る
都
尉
府
と
考
え
る
の
が
遁
嘗
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
あ
げ
た

E
m筒
、
「
口
遁
土
吏
張
博
閏
月
丁
未
持
致
籍
詣
晋
ノ

府
」
(
疏
三
六
回
)
の
「
予
府
」
を
私
は
都
尉
府
と
解
揮
し
た
い
。
ま
た
肩
水
金
闘
の
上
部
機
関
、
肩
水
都
尉
府
が
置
か
れ
て
い
た
と
想
定
さ

(
川
品
〉

れ
る
大
溝
吋
印

E-zmFロ仏
5
r
t
z
|
A
お
か
ら
は
闘
出
入
に
関
連
し
た
文
書
と
お
.
ほ
し
き
も
の
も
出
土
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

エ
チ
ナ
川
流
域
の
関
所
の
数
と
配
置
に
つ
き
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、
こ
こ
で
遁
境
の
闘
の
設
置
目
的
、
機
能
と
い
う
こ
と
に
つ
き

考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
エ
チ
ナ
川
流
域
の
二
つ
の
闘
の
設
置
場
所
は
、
都
尉
府
の
境
界
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
園

境
の
最
前
線
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
園
境
に
置
か
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
園
ー
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
が
、
都
尉
府
の
境
界
と
い
う

以
上
、

649 
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こ
と
に
闘
し
て
言
え
ば
、
肩
水
金
闘
の
北
に
は
肩
水
都
尉
府
に
属
す
る
嚢
位
侯
官
が
位
置
し
て
お
り
、
金
闘
は
肩
水
都
尉
府
の
員
中
に
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。

一
見
居
延
都
尉
府
と
肩
水
都
尉
府
の
境
に
あ
る
と
思
え
る
が
、

A
況
の
南
、

A
n
の
遺
祉
は
品
川
井
降

A
n
l居
延
豚
索
開
は
、

(
間
山
〉

鹿
股
と
い
う
名
の
燥
燈
で
あ
り
、
居
延
都
尉
府
下
の
品
川
井
候
官
の
管
区
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
郵
書
停
達
記
録
の
な
か
に
、

(

鉛

〉

い
う
燈
名
が
見
え
る
が
、
こ
れ
が
個
有
の
蜂
名
と
す
れ
ば
そ
の
地
は

A
n
よ
り
さ
ら
に
南
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
各
関
所
が
こ
の
よ
う
に
境
界
に

「
品
川
井
南
界
燈
」
と

設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
関
所
が
そ
の
性
格
と
考
え
ら
れ
が
ち
な
軍
事
防
備
と
い
っ
た
目
的
を
必
ず
し
も
措
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

エ
チ
ナ
川
流
域
の
関
所
の
機
能
を
改
め
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

い
ま
い
ち
ど
漢
聞
が
語
る
金
閥
、
鯨
索
闘
の
職
務
を
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
。
開
所
で
は
ま
ず
通
行
者
に
つ
い
て
出
身

・
年
令
・
摺
帯
物

・
出

入
月
日
な
ど
を
記
録
し
、
通
行
者
が
持
参
し
て
い
る
俸
の
寓
し
を
と
り
、
叉
符
を
照
合
す
る
。
さ
ら
に
通
行
記
録
を
と
り
ま
と
め
整
理
し
て
上

部
機
関
に
報
告
す
る
。

つ
ま
り
そ
こ
か
ら
浮
び
上
が
っ
て
く
る
関
所
の
職
務
は
、
通
行
者
の
巌
格
な
チ

ェ
ッ
ク
、
そ
の
正
確
な
把
握
で
あ
り
、

そ
れ
は
旬
奴
に
向
け
て
の
防
備
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
漢
人
吏
民
に
射
す
る
管
理
と
言
っ
て
よ
い
。

移
動
す
る
漢
人
に
封
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
多
分
に
内
政
的
性
格
を
有
す
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

エ
チ
ナ
川
流
域
の
闘
は
、
各
都
尉
府
内
を
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圏
内
の
吏
民
を
監
視
す
る
こ
と
は
、
買
は
関
所
だ
け
で
な
く
、
進
境
の
燦
陣
地
も
負
っ
て
い
た
役
割
で
あ
っ
た
。

節
、
そ
こ
に
は
外
敵
防
備
以
外
の
機
能
を
語
っ
て
除
り
あ
る
。

『
漢
書
』
旬
奴
俸
の
次
の

一

元
一帝
寛
寧
元
年
(
前
三
三
)
、

王
昭
君
が
旬
奴
畢
子
に
嫁
す
。
喜
ん
だ
呼
韓
邪
草
子
は
、

上
谷
か
ら
敦
爆
に
及
ぶ

一
帯
の
安
全
を
保
誼
す
る

と
と
も
に
、
漢
が
そ
の
燥
燈
を
徹
底
し
て
は
ど
う
か
と
元
一
帝
に
提
言
す
る
。
そ
れ
に
劃
し
て
郎
中
侯
躍
は
反
封
意
見
を
十
箇
僚
に
わ
た
り

述
べ
る
。
前
半
は
む
ろ
ん
旬
奴
防
衛
に
つ
い
て
の
必
要
性
を
説
く
の
だ
が
、
後
半
に
は
次
の
よ
う
な
理
由
を
列
奉
す
る
。

1
1

理
由
の
六
。
こ
れ
ま
で
従
軍
し
て
捕
虜
と
な
り
蹄
還
し
て
い
な
い
者
が
数
多
く
お
り
ま
す
。
子
孫
た
ち
は
貧
困
の
あ
ま
り
逃
亡
す
れ

ば
、
彼
ら
を
た
よ
っ
て
行
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

理
由
の
七
。
港
人
の
奴
稗
た
ち
は
愁
苦
し
て
逃
亡
を
計
る
者
が
多
く
い
ま
す
。

「聞
け
ば
旬
奴
は
天
園
。

で
も
監
視
が
こ
う
も
巌
し
く
て
は
」
と
い
い
つ
つ
。
そ
れ
で
も
塞
外
に
逃
亡
す
る
者
が
あ
と
を
絶
た
な
い
の
で



す。

理
由
の
八
。
盗
賊
、
悪
人
ど
も
が
集
園
で
違
法
行
篤
を
な
し
、
そ
れ
ら
が
窮
す
る
あ
ま
り
北
に
逃
亡
す
る
と
、
手
が
つ
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
:
・

以
上
、
本
章
で
は
居
延
漢
簡
を
利
用
し
て
、
開
所
の
機
能
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
こ
こ
で
ま
と
め
て
お
き
、
次
一
章
に
移
る
こ
と
に
し

ょ
う
。

居
延
地
方
で
は
各
都
尉
府
毎
に
関
所
が
一
つ
置
か
れ
た
。
屑
水
都
尉
府
の
聞
は
、
肩
水
金
闘
で
A
M
M
遣
祉
、
居
延
都
尉
府
の
閥
は
、
居

延
賑
索
開
〈
別
名
、
品
川
井
鯨
索
開
と
も
呼
ば
れ
た
〉
で

A
a
遺
祉
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

各
関
所
が
お
こ
な
う
職
務
は
、
①
遁
行
者
が
持
参
す
る
俸
を
検
閲
し
、
そ
の
寓
し
を
と
る
。
②
通
行
者
の
通
行
記
録
(
関
出
入
籍
〉
を
作

成
・
整
理
し
都
尉
府
に
迭
付
す
る
。
③
符
の
一
片
を
常
置
し
、
通
行
者
が
所
持
す
る
別
の
一
片
と
照
合
す
る
。
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
。

E E
 
開
所
は
都
尉
府
の
管
轄
に
属
し
、
関
係
文
書
は
都
尉
府
に
迭
ら
れ
る
。

一
般
に
謹
境
地
帯
で
は
文
書
は
候
官
で
牧
集
整
理
さ
れ
る
が
、

- 21ー

関
所
は
候
官
単
位
に
置
か
れ
て
お
ら
ず
、
文
書
は
都
尉
府
宛
と
な
る
。
た
だ
し
、
関
所
は
そ
の
設
置
場
所
を
管
匿
と
し
て
い
る
候
官
の
指
揮
監

督
も
う
け
る
。

港
境
の
開
所
は
、
と
も
す
れ
ば
異
民
族
に
劃
す
る
防
衛
と
い
う
劃
外
的
役
割
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
貫
際
は
圏
内
の
吏
民
の

移
動
を
監
視
し
、
逐
一
記
録
す
る
と
い
っ
た
内
政
的
性
格
が
強
い
。
少
く
と
も
エ
チ
ナ
川
流
域
の
ふ
た
つ
の
開
は
、
か
か
る
機
能
を
果
た
し
て

お
り
、
漢
代
の
文
書
行
政
、
そ
れ
に
よ
る
最
末
端
ま
で
の
人
民
管
理
の

一
環
を
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

町

11 

漢
代
玉
門
闘
の
所
在

漢
代
玉
門
闘
が
ど
こ
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
、
こ
の
問
題
が
脚
光
を
浴
び
始
め
た
の
は
、
や
は
り
A
・
ス
タ
イ
ン
に
よ
る
疏
勤
河
流
域
漢
代

651 

爆
煙
祉
の
調
査
に
端
を
設
す
る
。
以
後
、

シ
ャ
パ
ン
ヌ
・
王
園
維
・
第
斡
・
向
達
・
夏
用
・
日
比
野
丈
夫
諸
氏
が
こ
れ
に
論
及
し
、
様
々
な
読
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ハ
幻
〉

が
提
出
さ
れ
た
。
各
氏
の
読
を
こ
こ
で
逐
一
紹
介
す
る
齢
裕
は
な
い
が
、
今
日
ま
で
考
察
の
劃
象
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
「
玉
門
」
「
玉
門
閥
」

「
玉
門
都
尉
」
「
玉
門
閥
都
尉
」
「
玉
門
閥
候
」
な
ど
の
名
稀
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
如
何
に
解
樺
し
、
官
署
の
所
在
地
は
ど
こ

た
だ
、
解
揮
の
相
異
を
示
す
諸
説
に
お
い
て
奇
妙
な
一
致
を
み
た
の
は
玉
門
闘
の
所
在
地
で
あ
り
、
ス
タ
イ
ン
編

「
玉
門
候
官
」

か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

挽
T
M
遺
枇
(
小
方
盤
減
〉
が
玉
門
閥
祉
と
諸
家
は
な
べ
て
推
定
す
る
。

T
U
遺
祉
を
玉
門
聞
社
と
す
る
根
擦
は
、
ひ
と
つ
に
は
そ
こ
か
ら
ス
タ
イ
ン
お
よ
び
夏
用
南
氏
が
「
玉
門
都
尉
護
衆
」
な
る
名
が
記
さ
れ
た

〈
叩
品
〉

簡
般
を
一
枚
ず
つ
護
見
し
て
い
る
こ
と
、
い
ま
ひ
と
つ
は
唐
代
の
地
理
書
た
と
え
ば
敦
埋
石
室
護
見
の
『
沙
州
園
経
』
、
『
蕎
昌
豚
地
鏡
』
が
記

(

鈎

)

す
漢
代
玉
門
闘
の
位
置
が
小
方
盤
城
に
ほ
ぼ
相
賞
す
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
う
ち
後
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
地
理
書
が
記
す
里
程
が
果
た
し
て

ど
こ
ま
で
細
か
い
数
字
を
あ
げ
た
も
の
か
、
概
数
を
奉
げ
た
里
程
内
に
存
在
す
る
遺
祉
は
、

T
U
に
限
ら
ず
、
そ
こ
が
玉
門
開
祉
で
な
け
れ
ば

一
方
、
前
者
に
つ
い
て
も
「
玉
門
都
尉
護
衆
」
の
聞
に
代
表
さ
れ
る
T
M
遺
祉
出
土
木
簡
を
検
討
す
れ
ば
、
確
か
に

(ω
〉

そ
こ
が
玉
門
都
尉
の
治
所
で
あ
る
と
推
定
で
き
て
も
、
関
所
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
誼
擦
は
見
出
せ
な
い
。
小
方
盤
城
を
玉
門
閥
祉
と
み
る

な
ら
ぬ
必
然
性
は
な
い
。

設
は

つ
ま
り
は
な
は
だ
根
援
の
薄
い
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

- 23ー

こ
う
い
っ
た
な
か
で
、
貫
は
例
外
と
し
て
陳
夢
家
氏
の
み
は
異
な
る
意
見
を
提
唱
し
て
い
た
。
氏
は
「
玉
門
閥
興
玉
門
鯨
」
な
る
論
考
に
お

い
て
、
「
玉
門
都
尉
」
「
玉
門
閥
候
」
な
ど
の
語
を
分
析
し
、

T
H
を
玉
門
都
尉
の
治
所
と
推
定
す
る
。
し
か
し
そ
こ
は
玉
門
闘
が
置
か
れ
た

(川む

所
で
は
な
く
、
関
所
は
そ
の
西
つ
ま
り
ス
タ
イ
ン
遣
祉
T
日
と
T
ロ
の
問
、
も
し
く
は

T
U
と
T
H
a
の
聞
と
い
う
の
で
あ
る
。
陳
氏
の
所
論

の
な
か
に
は
、
い
く
つ
か
の
黙
で
同
意
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
玉
門
闘
の
位
置
に
つ
い
て
は
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
何
故
な

ら
、
氏
の
読
が
出
た
十
年
絵
の
の
ち
、
ま
さ
に

T
U
と
T
U
a
の
聞
か
ら
、
そ
の
慧
眼
を
誼
明
す
る
か
の
ご
と
き
注
目
す
べ
き
新
た
な
漢
代
燦

耀
祉
が
護
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
護
見
の
敦
埠
馬
園
間
遺
祉
に
他
な
ら
な
い
。

653 
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付

教
憧
馬
園
間
漢
代
燦
憶
祉

一
九
七
九
年
、
甘
粛
省
博
物
館
と
敦
健
文
化
館
が
共
同
し
て
行
な
っ
た
敦
埠
一
帯
の
漢
代
燦
燦
遺
祉
の
調
査
に
お
い
て
、
新
た
な
遺
祉
が
見

つ
か
っ
た
。
敦
爆
豚
西
北
九
五
キ
ロ
、
小
方
盤
城
の
西
十
一
キ
ロ

の
地
貼
、

ス
タ
イ
ン
遺
祉

T
H
と
T
ロ
a
の
聞
に
位
置
し
て
遁
稽
馬
園
間
遺

(

必

)

ス
タ
イ
ン
の
調
査
で
は
見
逃
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
甘
粛
省
博
物
館
は

D
n
と
い
う
編
践
を
つ
け
て
い
る
。

祉
と
呼
ば
れ
る
こ
の
燦
燈
祉
は
、

燦
崎
地
と
そ
の
東
の
壁
盈
は

す
で
に
壊
れ
て
砂
で
お
お
わ
れ
て
固
い
砂
山
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り

そ
こ
か
ら

=
二
七
枚
に
の
ぼ
る
木
簡

(
一
部
竹
筒
)
が
出
土
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
数
は
そ
れ
ま
で
に
見
つ
か

っ
た
敦
憧
漢
聞
の
線
数
を
上
ま
わ
る
も
の
だ
が
、
た
だ
残
念
な
こ
と
に

今
日
渡
表
さ
れ
て
い
る
馬
圏
構
出
土
簡
は
わ
ず
か
三

O
齢
枚
に
す
ぎ
な
い
。

出
土
総
敢
に
比
べ
て
設
表
さ
れ
た
簡
は
あ
ま
り
に
少
な
す
ぎ
、
い
ま
こ
れ
ら
を
使
っ
て
全
世
を
論
ず
る
の
は
、
冒
険
に
す
ぎ
る
こ
と
充
分
に

- 24ー

承
知
し
て
い
る
。

た
だ
、
馬
圏
構
出
土
簡
の
全
容
が
い
つ
公
開
さ
れ
る
の
か
定
か
で
な
い
現
段
階
に
お
い
て
、
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
で

し
か
も
そ
こ
に
は
、
本
稿
に
と

っ
て
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
聞
が
含
ま
れ
て
い
る
の

も
臆
測
に
し
ろ
考
え
て
み
て
も
無
駄
で
は
な
か
ろ
う
。

で
あ
る
。
馬
園
間
出
土
簡
の

一
部
を
次
に
あ
げ
よ
う
。

S 
1 

推
賢
脇
町
長
揚
一
耳
目
詣
官
請
八
月
奉

十
月
笑
丑
入
東
図

乃

D
-
M
-
T
6
・
必

S 
2 

大
煎
都
候
長
王
習
私
従
者
持
牛
車
一
雨

一一月
戊
申
出
東
門

叩

D
-
M
-
T
6
・
U

S 
3 

図

一
月
己
酉
出
東
門

乃

D
-
M
・
T
6
-
m

S 
4 

大
一帽
候
長
張
武
推
賢
候
史
高
護
詣
官

一
一
月
壬
成
入
東
門

内

D
・
M
-
T
8
-
m

S 
5 

玉
門
千
人
行
君
客
華
君
伯
従
者
箔
大
孫

二
月
辛
亥
入
東
入

乃

D
-
M
-
T
9
・

ω

S 
6 

口
口
口
口
口
口
口
ロ

ヘ
始
)
?

元
康
元
年
七
月
壬
寅
朔
甲
辰
闘
沓
夫
康
徳
佐
黒
敢
言
之
敦
埠
蕎
陵
里
越
負

二
月
丙
午
出
東
門

乃

D
-
M
-
T
9
・
引

S 
7 



s
m
に
記
さ
れ
た
年
月
日
は
元
康
元
年
(
前
六
五
)
か
ら
居
揖
三
年
ハ
八
)
に
及
ぶ
。

ス
タ
イ
ン
遣
枇

T
M
出
土
よ
り
出
土
し
た
簡
の
年
代
を
紀
年
聞
に
つ
い
て
み
た
場
合
、
太
始
元
年
(
前
九
六
〉
か
ら
始
建
国
天
鳳
元
年
(
一
四
)

(
川
町
〉

の
範
園
に
あ
る
。

S 
8 

趨
自
言
夫
訴
篤
千
秋
照
長
往
遺
衣
用
以
令
出
開
敢
言
之

居
揖
三
年
吏
私
牛
出
入
致
籍

図
時
監
轍
塞
外
縁
食
者
出
開
致
籍

乃

D
-
M
・
T
8
・
幻

内

D
・
M
-
T
9
-
m

乃

D
-
M
-
T
6
・
日

S 
9 
S 
10 

元
始
三
年
七
月
玉
門
大
煎
都
高
世
候
長
馬
陽
所
費
操
妻
子
従
者
奴
稗
出
関

図
門
玉
開
侯
乙
丞
過
謂
土
図

乃

D
-
M
-
T
9
・
幻

致
籍

S 
11 

乃

D
・
M
・
T
M
-
m

S 
12 

敦
埋
玉
門
閥
候
孫
閑
公
口
治
口
口
余
董
録
強
力
事
口
図

出
南
校
撤
一
玉
門
閥
候
詣
龍
動
居
掻
元
年
九
月
庚
民
日
図

時
使
官
卒
杜
啓
行
付
止
姦
卒
王
翁

内

D
-
M
・
T
8
-
m

S 
13 

(
正
〉
(背〉

乃

D
-
M
-
T
7
・
u

右
の
十
三
例
の
簡
臓
の
中
で
、

一
方
、

- 25ー

Q
U
司

i

、
S
8
、

つ
ま
り
馬
圏
構
遺
祉

D
乱
は
、

玉
門
都
尉
府
が
置
か
れ
て
い
た

T
H
と
同
時
期
に
存
在
し
た
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
、

ま
ず
確

認
し
て
お
こ
う
。

s口、
S
U
に
は
「
玉
門
閥
候
」
と
い
う
名
稽
が
見
え
、

D
Z
遺
祉
が
玉
門
都
尉
府
の
管

轄
匡
域
に
あ
り
、
し
か
も

T
M
と
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
罵
園
間
遺
祉

D
nが
玉
門
聞
と
密
接
な
関
係
を
も
っ

燦
燥
で
あ
る
こ
と
は
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。

s
l
J
s
m
の
簡
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
S
l
J
S
6
、
こ
れ
ら
の
簡
は
前

さ
て
、
こ
こ
に
あ
げ
た
十
三
例
に
お
い
て

S
U
、

る
の
に
封
し
、

章
ハ
円
で
分
析
し
た
「
閥
出
入
記
録
」
と
類
を
同
じ
く
す
る
。
肩
水
金
閥
出
土
の
開
出
入
記
録
に
は
、
出
入
者
の
年
齢
・
身
長
が
記
入
さ
れ
て
い

s
I
J
S
6
に
は
そ
の
項
目
は
な
い
。

し
か
し
、
人
名
・
掲
行
品
(
人
)
を
あ
げ
、
某
月
某
日
出
(
入
〉
と
記
し
て
い
る
そ
の

記
載
内
容
、
人
名
と
出
入
月
日
の
聞
に
一
定
の
空
白
を
保
つ
と
い
う
そ
の
書
式
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
を
闘
出
入
記
録
の
ひ
と
つ
に
入
れ
て
よ
い

(
M
H
〉

で
あ
ろ
う
。
次
に

S
7
を
み
れ
ば
文
書
内
容
か
ら
し
て
、
こ
れ
は
旗
行
者
の
身
分
謹
明
書
|
俸
に
間
違
い
な
い
。
そ
し
て

S
8
、
S
9
、
s
m
、

655 
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そ
れ
ら
は
開
出
入
記
録
を
整
理
し
て
作
ら
れ
る
致
籍
の
表
題
簡
で
あ
る
。
閲
出
入
記
録
、
停
、
致
籍
に

つ
い
て
は
全
て
前
章
で
逐

一
検
討
し
た

わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
ら
は
関
所
と
密
接
に
関
係
し
た
簡
で
あ
り
、
少
く
と
も

一
次
記
録
で
あ
る
闘
出
入
記
録
が

出
土
し
、
同
時
に
体
、
致
籍
の
聞
が
出
土
す
る
の
は
関
所
遺
祉
に
限
る
と
レ
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
る
と
こ
の

D
2
馬
園
間
遁
祉
は
ど
う
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
出
土
木
聞
か
ら
見
れ
ば
、

D
n
こ
そ
玉
門
閥
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

の
で
あ
る
。

た
だ
呉
悶
駿
氏
を
中
心
と
し
た
馬
園
開
設
掘
調
査
組
の
見
解
は
、
漢
代
玉
門
閥
祉
を
こ
の

D
a附
近
と
推
定
す
る
も
の
の
、

D
aそ
の
も
の

(

必

)

が
関
所
祉
だ
と
は
み
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
付

D
aは
一
燦
燈
祉
に
す
ぎ
ず
、
附
近
の
遺
祉
が
基
本
的
に
よ
く
残
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
関
門
遺
祉
が
見
あ
た
ら
な
い
。

し
か
も
D
2
は
東
西
に
走
る
幹
道
か
ら
一
五

0
メ
ー
ト
ル
北
に
位
置
し
、

本
道
上
に
な
い
こ

と

o
O
D
n
出
土
の
次
の
様
な
郵
書
停
達
記
録

S
M

東
書
二

封

詰

醍

問

団

候

需

こ
れ
は
閲
佐
楊
欝
が
二
通
の
東
に
向
け
て
の
郵
便
を
運
ん
で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に

レ
う
開
佐
と
は
玉
門
闘
の
閲
佐
で
あ
る
こ

正
月
己
亥
昏
時
受
闘
佐
楊
霧

(正〉

内

D
-
M
・
T
9
・
お

- 26ー

と
は
明
ら
か
で
、
な
ら
ば
玉
門
闘
は

D
Z
よ
り
西
に
位
置
す
る
。
以
上
の
二
黙
が
あ
げ
ら
れ
て
レ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
二

つ
の
理
由

は
、
甚
だ
説
得
力
に
依
け
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
∞
に
つ
い
て
反
論
す
る
な
ら
ば
、

S
M
に
射
し
て
次
の

S
日
の
聞
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か、。
S 
15 

出
撤
|
五
威
左
率
詣
玉
門
太
守
府

三
月
乙
未
日
下
舗
時
付
閥
守
音
夫
張
俊

内

D
-
M
-
T
5
・
山

玉
門
太
尉
宛
の
倣
を
闘
守
番
夫
に
渡
し
た
記
録
な
の
だ
が
、

S
M
の
停
達
場
所
が

D
nと
す
れ
ば
、
閉
じ
篠
件
で
S
日
も
同
じ
く

D
nと
考
え

(
日
叩
〉

ね
ば
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
関
守
沓
夫
は

D
n
に
い
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
の
か
。
そ
も
そ
も
開
音
夫
に
し
ろ
閲
佐
に
し
ろ
そ
れ
ら
関
所
役

人
は
闘
所
に
常
駐
す
る
も
の
な
の
か
、
買
は
私
は
こ
の

こ
と
自
鐙
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
先
に
あ
げ
た

D
2
出
土
簡
S
7
、
こ
れ
は
教
埋
豚

詩
陵
盟
在
住
の
越
負
趨
な
る
者
が
閥
沓
夫
に
侍
護
行
を
申
請
し
て
い
る
。

か
か
る
私
用
パ
ス
ポ

ー
ト
は
在
住
の
豚
が

一
般
に
瑳
行
す
る
と
す
れ



(

U

)

 

ば
、
こ
こ
に
見
え
る
開
畜
夫
|
|
た
と
え
玉
門
闘
の
奮
夫
で
な
い
と
し
て
も
ー
ー
は
ど
こ
に
勤
務
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か

T
M
出

土
の
簡
の
な
か
に
次
の
様
な
郵
書
停
達
記
録
が
あ
る
。

S
M

入
西
蒲
書
二
封

4ι
お
鮫
一
時
時
綿
一
一
一
一
鋲
一
四
郎
町
同
期
間
一
府
始
建
園
元
年
十
月
辛
・
禾
日
食
時
開
音
夫
口
受
口
口
卒
越
彰

こ
の
場
合
の
蒲
(
簿
)
書
を
受
理
し
た
閲
音
夫
は
、
玉
門
都
尉
府

(
T
M
〉
に
い
た
こ
と
に
な
る
。

疏
三
五
七

つ
ま
り
関
所
の
役
人
は
関
所
に
常
駐
し
て

い
る
と
は
限
ら
ず
、
他
の
部
署
に
勤
務
も
し
く
は
出
向
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
S
M
簡
に
つ
い
て
は
、
何
も

以
上
の
よ
う
な
方
向
か
ら
考
え
な
く
て
も
、

D
n
に
本
来
い
た
関
佐
楊
簿
が
別
の
燦
燈
に
所
用
で
赴
き
、
そ
の
折
に
郵
書
を
も
っ
て

D
n
に
謂

っ
た
と
の
想
定
、
こ
れ
も
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
郵
書
俸
達
簡
S
M
に
み
え
る
開
佐
を
も
と
に

D
n
が
玉
門
閥
か
否
か
を
論
ず
る

の
は
危
険
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
に

D
Z
の
遺
壮
麗
存
吠
況
と
幹
線
路
の
関
係
を
い
う
付
の
理
由
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
呉
氏
は

D
n
は
一
燦
総
祉
に
す
ぎ
な
い
と
す
る

な
い
と
い
う
こ
と
と
、
嘗
初
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
首
然
別
問
題
で
あ
る
。

D
n
遺
祉
が
本
来
ど
の
様
な
規
模
を
有
し
て
い
た

- 27ー

が
、
正
確
に
言
え
ば

D
Z
の
現
存
部
分
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
で
も
っ
て

D
幻
全
瞳
を
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
今
日
開
門
遁
祉
が

の
か
、
こ
の
こ
と
は
幹
線
路
ハ
そ
れ
が
二
千
年
前
の
幹
線
路
か
ど
う
か
も
定
か
で
な
い
が
)
と
の
位
置
関
係
に
も
影
響
し
て
こ
よ
う
。

か
り
に
現
存
遺

祉
以
外
に
い
く
つ
か
の
建
造
物
が
比
較
的
慶
範
圏
に
農
が
っ
て
附
設
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
わ
ず
か
百
メ
ー
ト
ル
徐
り
南
も
そ
の
匿
域
内
に

首
然
含
ま
れ
て
く
る
。
馬
圏
湾
遺
祉
を
玉
門
閥
祉
と
み
る
か
み
な
い
か
、
要
す
る
に
そ
れ
は
玉
門
閥
を
ど
の
よ
う
な
規
模
の
開
所
と
し
て
考
え

る
の
か
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

玉
門
閥
の
機
構
と
い
っ
た
問
題
に
他
な
ら
な
い
。
簡
を
改
め
て
論
じ
よ
う
。

と)

玉
門
都
尉
と
玉
門
閥
都
尉

漢
代
の
開
所
に
ど
う
い
っ
た
官
吏
が
勤
務
し
、
統
属
関
係
が
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
、
寅
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

『
漢
書
』
百
官
公
卿
表

657 

都
尉
の
僚
に
は
、
武
一
帝一
の
時
に
秦
制
を
継
い
で
閲
都
尉
が
置
か
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

『
漢
書
』
の
な
か
で
具
瞳
的
な
閥
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都
尉
名
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
函
谷
闘
都
尉
が
奉
げ
ら
れ
る
が
、
全
て
の
関
所
に
開
都
尉
が
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
少
く
と
も
肩
水
金
開
、
居

(

泊

四

)

延
岡
脚
索
開
に
は
閥
都
尉
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
れ
ば
こ
そ
、

エ
チ
ナ
川
の
開
は
居
延
都
尉
、
肩
水
都
尉
と
い
う
部
都
尉
の
統
轄
下
に
あ

っ
た
と
も
い
え
る
。

さ
て
、
問
題
の
玉
門
闘
に
つ
い
て
、

ま
ず
第
一
に
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
文
献
史
料
は
『
漢
書
」
地
理
士
山
敦
埋
郡
龍
勤
牒
の

一
候
で
あ
る
。

有
陽
閥
、

玉
門
開
。
皆
都
尉
治
。

(
必
〉

ス
タ
イ
ン
・
夏
粛
な
ど
に
よ
っ
て
設
見
さ
れ
た
敦
埠
漢
簡
に
は
「
玉
門
都
尉
」
な
る
名
稽
が
散
見
す
る
。
従
っ
て
『
漢
書
』

地
理
志
の

玉
門
闘
の
下
の
都
尉
も
こ
の
「
玉
門
都
尉
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

T
H
(小
方
盤
滅
)
↓
玉
門
都
尉
の
治
所
↓
玉
門
闘
の
所
在
地
、
と
い
っ
た

園
式
が
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
果
し
て
そ
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

一
方、こ

こ
で
整
理
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
法
郡
の
燈
・
候
官
を
統
轄
す
る
部
都
尉
と
開
所
の
監
督
事
務
捨
嘗
の
開
都
尉
、
こ
の
二
つ

の
都
尉
は
あ
く
ま
で
別
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
聞
文
中
に
散
見
す
る
「
玉
門
都
尉
」
は
、
中
部
都
尉
・
宜
禾
都
尉
と
同
じ
く
敦
煙
郡

- 28ー

下
の
部
都
尉
の
名
稽
で
あ
り
、
確
か
に
そ
の
治
所
は
小
方
盤
城

T
H
に
あ
っ
た
。

玉
門
聞
は
こ
の
玉
門
都
尉
府
の
領
域
内
に
置
か
れ
て
い
た

の
だ
が
、

T
U
出
土
の
聞
に
は
そ
こ
が
関
所
で
あ
っ
た
と
い
う
手
が
か
り
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
同
時
期
に
存
在
し
た

D
n
馬
圏
間
出
土
の
簡

に
開
所
関
連
文
書
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
事
寅
を
念
頭
に
改
め
て
『
漢
書
』
地
理
志
の
玉
門
闘
の
箇
所
を
み
れ
ば
ど
う
な
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
地
理
志
は
敦
埠
郡
下
の
二
つ
の
閥
、
陽
闘
・
玉
門
闘
を
あ
げ
、
そ
こ
が
都
尉
の
治
所
で
あ
る
と
い
う
。
な
ら
ば
玉
門
聞
に
治
所

を
お
く
都
尉
と
は
、
閥
都
尉
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
敦
埋
疏
勤
河
流
域
に
は
、
部
都
尉
と
し
て
の
玉
門
都
尉
と
、
開
都
尉
と
し
て
の
玉

門
閥
都
尉
ー
ー
そ
の
名
を
記
し
た
簡
臓
は
護
見
さ
れ
て
い
な
い
が
|
|
の
二
系
統
の
都
尉
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

同
様
の
こ
と
は
「
玉
門
候
」

と

「
玉
門
閥
候
」

に
つ
い
て
も
言
え
よ
う
。

先
に
あ
げ
た

D
2
出
土
簡
S
U
、

sロ
、
S
日
に
は

「
玉
門
開

候
」
な
る
官
名
が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
の
名
は
ス
タ
イ
ン
瑳
見
の

T
H
出
土
簡
に
も
み
え
る
。

S 
17 

口
口
輿
訊
守
丞
況
玉
門

開
候
蒲
候
丞
興
予
君
所
遣
史
宜
執
口
籍
口

疏
三
九
四



口
口
書
三
封
公
玉
門
閥
候
議
室
田
言
口
壬
辰
日
中
時
故
持
書
三
封
口
口
村
玉
口
口
造
口

口
口
口
口
口
候
出
閉
門
敢
言
之

一方、

D
a、
T
H
南
遺
祉
か
ら
は

「
玉
門
侯
」
と
い
う
官
名
を
記
し
た
簡
も
出
土
し
て
い
る。

s
m
六
月
甲
戊
玉
門
候
丞
可
之
記
西
塞
候
長
可
推
勝
候
候
長
口
賂
口
候
長
口
口
等
記
到
口
図

望
府
嫁
驚
備
口
麗
口
口
口
口
口
口
口
令
吏
卒
離
署
持
七
月
候
記
将
卒
菓
母
忽
口
記
令
可
課
図

S 
18 

疏
四

O
九

内

D
-
M
・
T
6
・

3

S 
20 

四
月
乙
巳
玉
門
候
口
移
過
所
図

疏
三
八
五

S 
21 

玉
門
侯
造
史
龍
勤
周
生
萌

抗
健
可
震
官
士
吏

疏
三
六

こ
こ
に
い
う
玉
門
候
と
は
、
玉
門
都
尉
に
直
属
す
る
玉
門
候
官
ー
ー
そ
の
治
所
は

T
日

a
と
推
定
さ
れ
る

l
lの
長
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
開

(
印
〉

違
い
な
い
。
劃
し
て
玉
門
閥
候
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。
従
来
の
設
は
玉
門
侯
と
玉
門
閥
候
は
同
じ
官
名
、
叉
は
同
一
の
官
名
が
時
期
に

(引む

よ
っ
て
名
稽
が
嬰
わ
っ
た
と
解
四
押
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
玉
門
閥
都
尉
と
玉
門
都
尉
が
別
の
も
の
と
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
玉
門
候
と

玉
門
閥
候
も
や
は
り
同
じ
で
は
な
く
、
玉
門
都
尉
に
直
属
す
る
玉
門
候
官
の
長
玉
門
候
と
、
開
都
尉
と
し
て
の
玉
門
閥
都
尉
の
属
官
で
あ
る
閥

(

臼

)

候
l
玉
門
閥
候
の
二
系
統
が
存
在
し
た
と
考
え
る
方
が
よ
り
整
合
性
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
か
く
の
ご
と
く
玉
門
閥
都
尉
と
玉
門
都
尉
は
別
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
買
は
こ
の

二
つ
の
都
尉
は
官
秩
に
若
干
の
差
が
あ
る
と
私
は
推
測
し
て
い
る
。

内
郡
、
漫
郡
を
間
わ
ず
一
般
に
都
尉
の
秩
は
、
郡
太
守
の
二
千
石
よ
り
一
ラ

ン
ク
低
い
比
二
千
石
で
あ
る
こ
と
、

- 29一

『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
、

『
績
漢
書
』

百
官
志
な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
。
部
都
尉
と
は
系
列
を
異
に
し
典
層
圏
に
属
す
る
属
園
都
尉
も
同
じ
く
比
二
千
石
と
し
て
よ
か
ろ

う
。
こ
れ
に
射
し
て
闘
都
尉
は
文
献
に
は
そ
の
秩
高
が
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
史
料
か
ら
類
推
す
る
と
、
必
ず
し
も
部

都
尉
・
属
園
都
尉
と
同
じ
比
二
千
石
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
ず
居
延
よ
り
出
土
の
次
の
簡
を
あ
げ
よ
う
。

659 

五
六
・
七

A
8
(破
滅
子
玄
E
5
r
oさ
と
、
甲
渠
候
官
牡
出
土
の
こ
の
簡
は
下
達
文
書
の
断
片
と
思
わ
れ
、
「
郡
大
」
の
下
は
「
郡
大
(
太
〉
守
」
と
績
く
の

E
必

図
中
二
千
石
閥
都
尉
郡
大
図

間
三
六
八
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い
ま
こ
の
断
簡
で
剖
目
し
た
い
の
は
、
列
奉
さ
れ
た
官
名
の
順
序
で
あ
る
。
こ
う
い
う
場
合
、
秩
の
高
い
官
か
ら
順
に
暴
げ
て
い

(

臼

)

く
こ
と
が
一
般
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

で
あ
ろ
う
。

『
漢
書
』
金
日
碍
俸
に
は
、
哀
一
帝
期
、

も
し
く
は
同
等
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
叉
、
(

臼

)

日
碍
の
子
孫
金
参
が
旬
奴
中
郎
持
↓
越
騎
校
尉
↓
閲
都
尉
↓
安
定
・
東
海
太
守
と
歴
任
し
た
と
あ
る
。

こ
の
簡
か
ら
は
、

開
都
尉
が
郡
太
守
よ
り
秩
が
上

越
騎
校
尉
は
八
校
尉
の
一
つ
で
二
千
石
官
、
太
守
は
言
う
ま
で
も
な
く
二
千
石
、

と
す
れ
ば
閥
都
尉
の
秩
も
二
千
石
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

ぅ
。
た
だ
開
都
尉
が
そ
の
設
置
の
賞
一
初
か
ら
二
千
石
官
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。

都
尉
と
大
郡
の
都
尉
は
す
べ
て
秩
二
千
石
と
す
る
」
と
い
う
詔
令
が
み
え
、

『
漢
書
』
元
一
帝
紀
建
昭
三
年
の
僚
に
「
三
輔
の

」
の
時
に
闘
都
尉
の
秩
も
比
二
千
石
か
ら
二
千
石
に
上
が

っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、

玉
門
都
尉
と
玉
門
閥
都
尉
の
二
系
統
の
都
尉
が
存
在
し
、

可
能
性
す
ら
あ
る
と
な
れ
ば
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

要
す
る
に
そ
れ
は
、

し
か
も
玉
門
閥
都
尉
の
方
が
玉
門
都
尉
よ
り
秩
が
高
い

玉
門
閥
か
ら
玉
門
都
尉
に
迭
ら
れ
る
通
闘
関
係
の
い
干
長
吾

は
存
在
せ
ず
、

玉
門
闘
は
玉
門
都
尉
の
所
轄
下
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
る
。

い
ま
い
ち
ど
エ
チ
ナ
川
流
域
の
闘
所
を
想
起
し
た

- 30 

ぃ
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
都
尉
府
毎
に

一
つ
の
閥
所
が
設
け
ら
れ
、
各
闘
所
は
出
入
に
関
連
し
た
記
録
を
分
析
整
理
し
て
上
級
官
署
で
あ
る
都

尉
府
に
迭
付
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
に
そ
う
い
っ
た
関
所
と
は
異
な
っ
た
進
境
の
闘
が
別
に
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
部
都
尉
に
属
さ
ず
、

い
わ
ば
樹
立
し
た
開
所
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
開
都
尉
が
別
に
置
か
れ
て
い
る
。
関
所
闘
連
文
書
は
従
っ
て
部
都
尉
に
は
迭
ら
れ
ず
、
闘
所
ー
ー

そ
こ
は
闘
都
尉
の
治
所
で
も
あ
る
|
|
で
慮
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
私
は
漣
境
の
闘
所
に
は
、
部
都
尉
属
下
の
も
の
と
闘
都
尉
直
属
の
二
種

が
あ
り

玉
門
闘
は
そ
の
後
者
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

玉
門
閥
が
肩
水
金
聞
な
ど
と
は
異
質
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
、
圏
内
の
吏
民
の
移
動
を
逐
一
管
理

・
記
録
す
る
と
い
っ
た
内
政
的
性
格
を
玉

門
閥
も
有
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

D
n馬
圏
湾
出
土
聞
と
A
詑
肩
水
金
聞
社
出
土
簡
が
一示
す
類
似
性
は
、

二
つ
の
関
所

の
性
格
の
共
、
通
性
を
端
的
に
物
語
る
と
い
っ
て
よ
い
。

た
だ
玉
門
聞
に
限
っ
て
言
え
ば
、
袋
小
路
と
も
い
え
る
エ
チ
ナ
川
流
域
と
は
ち
が
い
、

西
方
に
通
ず
る
幹
線
路
に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
軍
事
的
・
針
外
的
役
割
が
金
闘

・
鯨
索
開
よ
り
重
か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想



像
が
つ
く
。

い
わ
ば
内
政
的
性
格
と
外
交
的
性
格
を
同
時
に
有
す
る
と
い
っ
て
よ
く
、
そ
の
こ
と
が
他
の
港
開
と
は
ち
が
っ
た
開
都
尉
直
属
の

闘
と
い
う
格
の
遠
レ
と
な
っ
て
表
れ
た
の
で
あ
る
。

話
を
い
ま
い
ち
ど
馬
圏
湾
遺
祉
に
も
ど
そ
う
。
先
に
私
は
馬
圏
湾
遺
祉
を
玉
門
聞
社
と
み
る
か
み
な
い
か
は
、
玉
門
闘
を
ど
の
様
な
規
模
の

闘
と
し
て
と
ら
え
る
の
か
に
よ
る
と
言
っ
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
玉
門
閥
に
劃
し
て
抱
く
イ
メ
ー
ジ
の
差
と
い
う
こ
と
な
の
だ
が
、
そ
こ
に
開
都

尉
の
治
所
が
置
か
れ
、
闘
都
尉
・
開
候
を
は
じ
め
と
す
る
開
吏
が
駐
在
し
て
お
り
、
部
都
尉
の
官
署
に
匹
敵
す
る
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
規

模
を
も
っ
機
関
と
す
る
な
ら
ば
、
官
暑
の
建
物
は
贋
域
に
わ
た
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
く
、
孔
道
か
ら
百
数
十
メ

ー
ト

ル
は
、
問
題
に
な
ら
な

い
。
現
存
の

D
n遺
祉
は
、
玉
門
閥
都
尉
の
官
署
の
一
部
で
あ
り
、
同
時
に
そ
こ
に
は
玉
門
闘
が
置
か
れ
て
い
た
、
私
は
こ
の
よ
う
に
考
え
た

し、。
章
を
終
え
る
に
先
だ
ち
、
閲
都
尉
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
追
述
し
て
お
こ
う
。
前
漢
期
に
秦
制
を
縫
い
で
設
置
さ
れ
た
閥
都
尉
は
、
後
漢
建

〈

防

〉

(

回

)

武
九
年
〈
三

(7) 

止
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
つ
た
。
し
か
し
十
年
後
の
建
武
十
九
年
(
四
三
)
に
は
面
谷
閥
都
尉
が
復
活
し
て
置
か
れ
、
さ
ら
に
中
卒
元
年
(
一
八

(

回

)

囚
)
責
巾
の
範
の
影
響
で
面
谷
・
贋
域
・
伊
嗣
・
大
谷
・
緩
韓
・
旋
門
・
小
卒
津
・
孟
津
の
八
闘
に
闘
都
尉
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

- 31ー

う
い
っ
た
流
れ
の
中
で
玉
門
閥
都
尉
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

(

回

)

玉
門
閥
都
尉
も
同
じ
く
存
績
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

一
連
の
都
尉
慶
止
に
お
い
て
溢
境
の
都
尉
は
除
外
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
、

し
か
し
中
卒
元
年
(
一
八
四
)
の
八
開
都
尉
の
設
置
を
い
う

『
後
漢
書
』
皇
甫
嵩
俸
に
は
、

「
自
函
谷
・
大
谷
・
贋
城
・
伊
閥
・
鞍
鞍
・
旋
門
・
孟
津
・
小
卒
津
諸
閥
、
並
置
都
尉
」
と
し
て
そ
こ
に
は
、

一
四

O
年
前
に
す
で
に
復
活
し
て
い
た
函
谷
閥
都
尉
も
は
い

っ
て
い
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
文
一意
は
こ
の
段
階
で
閥
都
尉
が
そ
ろ

っ
て
八
閲
都

玉
門
閥
都
尉
は
や
は
り
建
武
九
年
の
段
階
で
底
止
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
開
都
尉

尉
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

が
贋
止
さ
れ
た
の
ち
の
玉
門
閥
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
こ
こ
か
ら
先
は
擦
る
べ
き
責
料
は
全
く
な
い
。
素
直
に
考
え
れ
ば
玉
門
都
尉
の
統
轄
下

671 

に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
想
像
の
域
を
出
な
い
。

た
だ
そ
こ
で
呉
崩
壊
氏
の
よ
う
に
玉
門
閥
そ
の
も
の
が
東
に
移
っ
た
と
い
う
の
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は
、
い
さ
さ
か
速
断
に
す
ぎ
よ
う
。
報
告
書
に
は
馬
闇
湾
出
土
簡
の
下
限
は
地
皇
二
年
(
二
二
で
あ
り
、

王
葬
期
以
降
、

そ
こ
が
破
棄
さ
れ

た
こ
と
を
物
語
る
と
い
う
。
こ
の
読
も
凱
暴
で
あ
る
が
、

か
り
に
馬
圏
商
品
温
祉
に
王
葬
期
以
降
の
何
ら
か
の
嬰
化
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
閲
都
尉
底
止
に
と
も
な
う
援
化
で
あ
り
、
関
所
の
破
棄
、
移
動
を
直
接
示
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た
い
。

結
び
に
か
え
て

も
ち

|
|
売
笛
何
ん
ぞ
須
い
ん
楊
柳
を
怨
む
を

わ
た

春
光
度
ら
ず
玉
門
閥

-
i宵
海
の
長
雲

雲
山
暗
し

孤
城
遥
か
に
望
む
玉
門
閥

-
|
秋
風
吹
い
て
蓋
さ
ず

総
て
是
れ
玉
闘
の
情

進
塞
の
兵
士
の
辛
苦
と
悲
哀

彼
ら
を
都
で
ま
つ
家
族
の
慕
情
を
一
詠
う
唐
詩
の
玉
門
閥
、

そ
れ
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
門
戸

園
境
の
闘
で
あ

- 32ー

り
、
そ
こ
よ
り
西
は
も
は
や
漢
文
化
の
及
ば
ぬ
異
園
、
ま
さ
に

「
陽
闘
を
出
ず
れ
ば
故
人
な
か
ら
ん
」
世
界
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
今
日
我
々
が
玉
門
闘
に
劃
し
て
抱
く
イ
メ
ー
ジ
も
、
お
そ
ら
く
「
陽
闘
を
出
ず
れ
ば
」
と
い
っ
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
こ
う
い
っ
た
イ

メ
l
ジ
が
い
つ
ご
ろ
定
着
し
、
詩
語
と
な
っ
て
詠
わ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
私
に
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
歴
史
的
解
棒
、
少
く
と
も
漢
代
の

歴
史
の
う
え
に
玉
門
闘
を
置
い
て
見
た
場
合
、
唐
詩
の
そ
れ
と
は
い
さ
さ
か
ち
が
う
玉
門
闘
の
姿
が
う
か
ん
で
く
る
。
圃

E
を
一
見
す
れ
ば
瞭

然
で
あ
ろ
う
。
玉
門
閥
よ
り
西
に
も
漢
が
置
い
た
燦
燈
が
貼
在
し
て
お
り
、
軍
事
行
政
匡
域
で
言
え
ば
、
玉
門
閥
以
西
は
敦
埠
郡
玉
門
都
尉
大

〈

印

〉

煎
都
候
官
の
管
区
で
あ
っ
て
、
決
し
て
玉
門
闘
は
園
境
の
開
所
で
は
な
い
。
進
境
の
閲
所
は
吏
民
の
移
動
を
監
視
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で

あ
り
、
園
境
に
置
か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
本
稿
で
折
に
ふ
れ
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
玉
門
閥
よ
り

一
歩
西

に
ふ
み
出
せ
ば
そ
こ
は
異
園
と
い
う
こ
の
文
筆
的
イ
メ
ー
ジ
が
、
歴
史
の
う
え
で
玉
門
闘
を
検
討
せ
ん
と
す
る
我
々
に
と
っ
て
、
邪
魔
に
な
る

れこ
たと
向も
達あ
氏る
ら 。

のそ
反の
論端
で的
もな
あ例
つーヵ:
た61
。〉シ

ヤ

ノ、

ン

ヌ

ヵ:
主
唱
し

王
園
維
も
賛
同
し
た
有
名
な
玉
門
閥
移
動
設
で
あ
り
、
叉
そ
れ
に
針
し
て
出
さ



太
初
三
年
(
前
一

O
二
)
、
汗
血
馬
を
獲
得
せ
ん
と
し
て
大
宛
に
遠
征
し
て
い
た
李
康
利
が
、
食
糧
と
兵
力
の
不
足
か
ら
成
果
を
得
ず
し
て
蹄

還
す
る
。
敦
埋
ま
で
も
ど
っ
て
き
た
李
贋
利
は
、
そ
こ
か
ら
武
一
帝
に
書
聞
を
お
く
る
の
だ
が
激
怒
し
た
武
帝
は
、
玉
門
闘
を
閉
し
一
歩
で
も
閥

に
入
れ
ば
斬
り
す
て
よ
と
命
ず
e

李
庚
利
は
し
か
た
な
く
敦
埠
に
留
ま
っ
た
。

|
|
還
り
て
敦
埋
に
至
る
。

ル』

4e

て
玉
門
を
遮
し
て
日
く
。
箪
の
敢
え
て
入
る
者
有
ら
ば
、
轍
ち
之
れ
を
斬
れ
と
。
京
師
は
恐
れ
て
因
り
て
敦
煙
に
留
ま
る
。

玉
門
閥
は
敦
埋
ー
1

4
そ
れ
が
牒
で
あ
る
か
郡
で
あ
る
か
は
、

土
は
什
に
一
二
を
過
ぎ
ず
。

使
を
し
て
上
書
し
て
言
う
。

(
中
略
)
天
子
是
れ
を
聞
き
大
い
に
怒
り

使
を
し

『
史
記
』
大
宛
列
俸
の
こ
の
記
事
よ
り
す
れ
ば
、
太
初
三
年
に
は
、

ひ
と
ま
ず
措

く
と
し
て
|
|
の
東
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
数
年
の
の
ち

T
H
ハ
小
方
盤
城
)
に
移
動
し
た
に
ち
が
い
な
い
と
シ
ャ
バ
ン
ヌ
は
考
え
た
の
で
あ

る
。
シ
ャ
バ
ン
ヌ
の
読
は
、
王
園
維
も
支
持
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
劃
し
向
達
・
夏
罰
則
さ
ら
に
は
我
が
日
比
野
丈
夫
の
諸
氏
は
反
論
を
出
し
、

玉
門
聞
は
そ
の
設
置
の
初
め
か
ら
T
U
に
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
そ
の
反
論
に
は
い
く
つ
か
の
論
貼
が
あ
る
の
だ
が
、

シ
ャ
バ
ン
ヌ
読
に
封
す
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る
基
本
的
疑
念
は
、
玉
門
闘
が
敦
埋
の
東
に
あ
れ
ば
開
門
と
し
て
の
意
味
を
な
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

(

臼

)

こ
の
問
題
に
閲
し
て
、
最
近
、
馬
潅
氏
が
興
味
深
い
説
を
提
唱
し
た
。
氏
は
ま
.
す
、
李
慶
利
が
「
教
憧
に
留
ま
っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、

ま
り
敦
埋
郡
内
に
留
ま
っ
た
と
い
う
一
意
味
に
解
し
(
馬
氏
は
敦
埋
郡
は
太
初
元
年
に
成
立
し
て
い
た
と
み
る
)
、

子〉

そ
の
う
え
で
玉
門
聞
は
敦
埋
の
西
界

玉
門
閥
外
も
な
お
敦
煙
郡
境
に
属
す
、
玉
門
闘
を
閉
ざ
さ
れ
た
李
贋
利
は
や
む
な
く
開
以
西
の
敦
煙
郡
境
内
に
駐
屯

し
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
文
献
上
の
矛
盾
は
な
い
と
解
揮
す
る
の
で
あ
る
。

に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、

玉
門
闘
を
は
じ
め
と
す
る
嘗
時
の
進
境
の
闘
が
境
界
に
置
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
本
稿
で
は
く
り
返
し
述
べ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で

こ
れ
ま
で
の
玉
門
闘
の
イ
メ
ー
ジ
を
脱
却
し
た
こ
の
馬
薙
氏
の
論
考
は
、
誠
に
示
唆
に
富
む
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も

馬
氏
の
立
設
の
柱
と
も
な
る
敦
埠
郡
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
除
地
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
に
は
そ
の
こ
と
を
論
評
す

る
有
力
な
決
め
手
を
持
た
な
い
。
た
だ
別
の
観
貼
か
ら
こ
の
李
贋
利
の
記
事
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
ひ
と
つ
あ
る
。

大
宛
よ
り
功
な
く
し
て
闘
っ
て
き
た
李
康
利
に
怒
っ
た
武
一
帝
は
、
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玉
門
闘
を
遮
ざ
し
闘
内
に
入
れ
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
考
え
て
み
た
い
の
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は
、
門
を
閉
ざ
さ
れ
た
こ
と
で
李
贋
利
の
軍
は
、

は
、
閉
門
に
よ
っ
て
物
理
的
に
東
進
が
阻
止
さ
れ
る
と
の
前
提
に
立
ち
、
敦
埠
と
玉
門
闘
の
位
置
を
決
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
砂
漠
地

帯
と
い
う
地
理
係
件
を
考
え
て
も
、
玉
門
闘
の
開
聞
が
準
行
の
阻
止
に
い
か
ほ
ど
の
一
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
玉
門
開
を
遮
す
」
と
い
う

こ
と
は
質
際
に
ど
の
よ
う
な
放
果
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
思
い
出
し
た
い
の
が
、
本
稿
で
論
じ
て
き
た
関
所
の
役
割
・
機
能
で
あ

貫
際
に
東
に
進
む
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

少
く
と
も
シ
ャ
バ
ン
ヌ
氏

者
は
、
必
ず
関
所
で
通
過
手
績
を
し
、
関
所
の
記
録
に
登
録
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ず
、

る
。
遁
境
の
闘
は
吏
民
の
通
行
を
チ
ェ
ッ
ク
し
そ
れ
を
記
録
す
る
の
が
そ
の
第

一
の
職
務
で
あ
っ
た
。
見
方
を
饗
え
れ
ば
、
関
所
を
通
過
す
る

そ
れ
が
玉
門
閥
と
い
う
闘
な
ら
ば
、

い
わ
ば
入
園

出
園
手
績
に
も
相
賞
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

武
一
帝
が
玉
門
闘
を
遮
し
た
と
い
う
こ
と

そ
れ
は
李
贋
利

ρ入
園
手
績
の
拒
否
を
意
味

し
、
玉
門
闘
の
出
入
記
鋒
に
記
入
さ
れ
な
い
限
り
、
李
贋
利
と
そ
の
配
下
の
者
は
い
く
ら
内
地
に
い
て
も
開
園
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
蹄
園
手
績
を
拒
絶
さ
れ
た
李
康
利
は
、

し
か
た
な
く
手
績
を
し
な
い
ま
ま
敦
埋
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
私
は

『
史
記
』
大
宛
列
停
の
件
の

- 34ー

一
節
を
こ
う
解
四
押
し
た
い
。

以
上
、
本
稿
で
は
居
延
漢
筒
、
敦
埋
漢
簡
の
雨
者
を
利
用
し
て
進
境
の
関
所
に
つ
き
考
察
を
す
す
め
て
き
た
。
そ
こ
に
お
い
て
、
例
え
ば
エ

チ
ナ
川
流
域
の
関
所
の
数
と
名
稿
の
推
定
、
玉
門
閥
祉
の
言
及
な
ど
現
段
階
で
は
、

っ
た
。
近
い
将
来
、
居
延
、
敦
埋
聞
に
関
す
る
さ
ら
に
詳
し
い
設
掘
報
告
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
一
九
七
三
・
七
四
年
出
土
の
居

延
聞
の
う
ち
破
城
子
出
土
の
も
の
が
間
も
な
く
出
版
さ
れ
る
と
聞
く
。
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
も
、
全
面
改
正
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な

い
さ
さ
か
冒
険
に
す
ぎ
る
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込
ん
で
し
ま

し、。註(1
)

藤
枝
晃
「
長
成
の
ま
も
り
」
(
『
自
然
と
文
化
』
別
編
日
一
九
五

五
)
、
同
「
稗
『
見
署
用
穀
』
ほ
か
|
|
『
長
時
酬
の
ま
も
り
』
訂
誤
」

(『東
洋
史
研
究
』
一
四
|
一
・

一
一
一
九
五
五
)。

(
2
〉
「
敦
短
馬
閣
制
問
漢
代
燦
爆
遺
社
設
掘
簡
報
」
、
呉
初
級

「
玉
門
岡
県

玉
門
閥
候
」
(
と
も
に
『
文
物
』

一
九
八
一

l
一
O
)
。

(

3

)

「
敦
爆
蘇
油
土
漢
代
燦
燈
遺
牡
出
土
的
木
簡
」
(
『
漢
簡
研
究
文
集
』
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甘
粛
人
民
出
版
社
一
九
八
四
)
。

(
4
〉
最
近
出
版
さ
れ
た
部
憂
新
『
漢
代
河
西
四
郡
的
拓
展
』
(
豪
湾
一商務

印
書
館
一
九
八
八
〉
は
、
河
西
地
方
の
行
政
軍
事
組
織
を
詳
し
く
論

じ
て
お
り
、
そ
こ
で
す
で
に
獄
油
土
出
土
簡
も
引
用
し
て
、
中
部
都
尉

所
属
の
候
官
に
つ
い
て
の
修
正
が
行
な
わ
れ
て
い
る
(
一
一
八
頁
)
。

〈
5
)

林
侮
村
・
李
均
明
編
『
疏
勧
河
流
域
出
土
漢
筒
』
(
文
物
出
版
社

一
九
八
四
)
。

ハ
6
〉
候
爆
の
所
属
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
か
つ
て
永
田
英
正
氏
が
居

延
一
帯
の
候
燈
組
織
を
検
討
す
る
の
に
採
用
さ
れ
た
方
法
を
こ
こ
で
も

援
用
し
た
(
永
田
「
居
延
漢
筒
燦
黙
考
」
(『
東
方
皐
報
』
京
都
一二六

一
九
六
四
)
。
同
「
筒
服
よ
り
み
た
る
漢
代
透
郡
の
統
治
制
度
」

(
『講

座
敦
爆
』
第
三
巻
一
九
八

O
V
す
な
わ
ち
①
文
書
の
中
で
候
嫁
名

の
上
に
候
官
名
を
明
記
し
た
も
の
、
候
官
名
と
同
じ
名
穏
を
も
っ
候
峰
崎

の
グ
ル
ー
プ
。
⑦
⑦
の
候
縫
と
何
ら
か
の
形
で
セ
ッ
ト
と
な
る
も
の
。

③
候
官
の
遁
祉
か
ら
出
土
し
た
衡
腹
中
に
名
が
み
え
、
し
か
も
そ
の
候

官
に
迭
ら
れ
た
文
書
中
に
名
が
見
え
る
候
慮
。
以
上
の
黙
か
ら
候
爆
の

所
属
を
推
定
し
て
い
く
方
法
で
あ
る
。
な
お
、
③
に
関
し
て
言
え
ば
、

玉
門
都
尉
府
廊
下
の
二
候
官
の
う
ち
、
大
前
…都
候
官
は
ス
タ
イ
ン
編
曲
抗

T
6
b
遺
祉
、
玉
門
候
官
は
同
T
日
a
遺
祉
に
置
か
れ
て
お
り
、
又
中
部

都
尉
下
の
卒
笠
候
官
は
、
本
文
に
も
言
及
し
た
が
D
犯
、
呑
胡
候
官
は

ス
タ
イ
ン
編
貌
T
幻

l
遺
祉
に
置
か
れ
て
い
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。

た
だ
し
、
敦
煙
筒
の
場
合
は
、
居
延
漢
簡
と
比
べ
て
数
量
が
少
な
く
、

居
延
地
帯
ほ
ど
は
詳
し
く
は
分
ら
な
い
。
加
え
て
こ
こ
に
あ
げ
た
候
燈

が
存
在
し
た
時
代
は
前
漢
後
牢
期
か
ら
後
漢
に
か
け
て
で
あ
る
が
、
そ

の
聞
の
候
持
胞
の
輿
駿
は
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
。

(
7
〉
拙
稿
「
玉
門
都
尉
と
玉
門
候
官
|
|
ス
タ
イ
ン
遣
社
T
U
・
T
日
a

出
土
木
簡
の
分
析
|
|
L
Q
中
園
逢
境
祉
曾
の
歴
史
的
研
究
』
〈
昭
和

六
三
年
度
総
合
研
究

ω研
究
成
果
報
告
書
〉
一
九
八
九
三

(
8
〉
大
庭
惰
「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
(
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』

創
文
社
一
九
八
二
〉
。

(
9
〉
『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』
(
中
華
書
局
一
九
八
一
)
下
問
「
附
録
」
、

大
庭
僑
「
『
居
延
模
開
甲
乙
編
』
の
出
版
と
居
延
漢
簡
研
究
」
(
『
関
西

大
皐
文
皐
論
集
』
一
二
二
|
一
一
九
八
二
〉
、
参
照
。

(
叩
〉
以
下
と
り
あ
げ
る
簡
願
資
料
に
つ
い
て
エ
チ
ナ
川
流
域
出
土
の
筒

(
い
わ
ゆ
る
居
延
漢
簡
)
は
E
1
、
E
2
:
:
:
と
し
て
あ
げ
る
。
資
料

末
尾
の
番
挽
は
、
原
筒
番
貌
と
勢
総
『
居
延
漢
繍
図
版
之
部
』
〈
中
央

研
究
院
語
言
研
究
所
専
刊
之
二
十
一
一
九
五
七
〉
の
頁
数
。
ま
た
疏

勃
河
流
域
出
土
開
〈
い
わ
ゆ
る
敦
煙
筒
)
は
S
1
、
S
2
:
:
:
と
し
て

あ
げ
る
。
末
尾
の
番
貌
は
、
「
疏
O
O」
と
あ
る
の
が
『
疏
勅
河
流
域

出
土
渓
筒
』
(
前
掲
)
に
附
さ
れ
た
番
説
、
馬
閤
湾
・
蘇
油
土
出
土
衡

に
つ
い
て
は
、
註
(
2
)
(
3
〉
に
あ
げ
た
出
土
報
告
書
が
附
け
た
筒
番
放

で
あ
る
。

(
日
)
他
に
「
図
口
口
不
出
」
会
二
三
四
・
二
ハ
)
、
「
図
黒
色
不
出
」

(
一
三
二
四
・
三
二
)
、
「
畷
好
高
裁
里
公
乗
見
倉
年
品
川
長
七
尺
二
寸
黒
色

剣

一
己
入
牛
車
一
一
附
図
」
(
一
二
三
四
・
=
一
一
二
)
な
ど
も
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
は
月
日
が
記
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
関
出
入
籍
と
い
う
よ
り
備

品
支
給
簿
の
類
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。

(
ロ
)
同
じ
く
往
来
・
通
行
に
関
す
る
記
録
と
し
て
、

候
官
に
出
頭
し
た
着

到
簿
が
あ
り
、
た
と
え
ば
「
驚
虜
嫁
長
翻
召
詣
官
八
月
戊
氏
卒
日
一
入
」

(二

O
三
・
二
)
な
ど
の
内
容
を
も
ち
、
破
成
子
(
甲
渠
候
官
祉
)

- 35ー
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か
ら
か
な
り
の
放
出
土
し
て
い
る
。
永
田
英
正
氏
は
こ
れ
ら
の
簡
を

「
詣
官
簿
」
と
名
づ
け
、
考
察
し
て
い
る
つ
居
延
漠
簡
に
み
る
候
官

に
つ
い
て
の
一

試
論」、

『史
林
』
五
六
|
五
)
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た

闘
出
入
記
録
と
一
見
、
内
容

・
書
式
が
似
て
い
る
が
、
私
は
雨
者
は
性

格
の
違
う
も
の
だ
と
考
え
る
。
「
詣
官
符
」
に
は
名
前
と
日
附
の
聞
に

一
定
の
閲
隔
は
空
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
詣
官
符
」
が

闘
出
入
記
録
の
よ
う
な
一
次
記
録
と
は
呉
り
、
候
官
に
て
官
吏
の
勤
務

許
定
を
前
提
に
整
理
さ
れ
た
記
録
で
あ
る
こ
と
を
一示
す
で
あ
ろ
う
。

別
に
A
お
(
肩
水
侠
官
祉
)
か
ら
閥
出
入
に
関
す
る
と
考
え
ら
れ
る
閲

が
二
十
貼
ば
か
り
出
土
し
て
い
る
。
永
田
氏
は
こ
れ
ら
を
閥
出
入
記
録

と
さ
れ
る
が
(
「
居
延
漢
簡
の
集
成
」
三

『
東
方
象
報
』

五
一
)
断
聞

が
多
く
、
比
較
的
完
全
な
も
の
で
あ
る
二
八

0
・
三
関
「
図
書
佐
忠
時

廿
六
長
七
尺
三
寸
黒
色
牛
一
車
集

第
三
百
九
十
八
出
」
に
は
符
の

番
鋭
が
記
さ
れ
て
お
り
(
一
一
・
四
簡
も
同
機
)
、
そ
れ
ら
は
後
述
の

符
を
機
帯
し
て
候
官
に
出
入
し
た
者
の
記
録
と
も
考
え
ら
れ
、
金
関
な

ど
で
作
ら
れ
る
一
般
の
出
入
記
録
と
は
区
別
し
た
い
。

(
日
)
大
庭
倫

「漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
(
前
掲
)
。

(
川
崎
)
大
庭
倫
『
木
簡
撃
入
門
』
(
講
談
社
一
九
八
四
)
一
一
六
回
|
一
一
六

五
頁
。

(
日
)
「
誕
代
の
文
物
』
(
京
都
大
息
一
人
文
科
間
学
研
究
所
一
九
七
六
)
「
書

契
」
五
二
九
頁
。

(
日
)
大
庭
倫
「
決
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
(
前
掲
)
六
二
O
l六
二

二
頁
。
『
泌
代
の
文
物
』
(
前
掲
)
五
三
四
頁
。

(
げ
)
「
敦
煙
蘇
油
土
漢
代
燦
峰
崎
遺
祉
出
土
的
木
簡
」
(
前
掲
)
。

〈
叩
崎
)
最
近
、
大
庭
倫
氏
は
蜜
北
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
に
て
一
九

三
0
・
コ
二
年
出
土
の
居
延
哲
簡
を
調
査
し
、
そ
の
成
果
が
「
棋
倒
研

究
ノ
l
ト
」
(
『史
泉
』
六
八
一
九
八
八
)
と
し
て
夜
表
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
「
符
に
つ
い
て
」
と
い
う
章
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
氏

は
こ
う
記
す
。
「
但
し
六
五

・
七
、
六
五
・
九
、
六
五

・
一
O
の
刻
歯

の
内
側
に
文
字
の
痕
跡
を
認
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
。
本
稿
に
と

っ
て
、
こ
れ
は
誠
に
都
合
の
悪
い
こ
と
で
あ
る
。
氏
に
書
簡
で
お
聞
き

し
た
と
こ
ろ
次
の
返
事
を
い
た
だ
い
た
。
「
金
関
出
土
の
符
は
大
分
文

字
の
緯
色
が
と
ん
で
い
る
の
で
は
っ
き
り
し
た
結
論
は
出
さ
ぬ
方
が
良

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。」

(
ゆ
)
符
文
の
一意
味
が
「
居
延
豚
と
A
W
闘
の
開
で
:
:
:
」
と
解
さ
れ
た
そ
の

理
由
の
一
端
は
、
符
文
が
「
居
延
輿
金
関
:
:
:
」
と
「
居
延
」
の
語
が

先
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
こ
れ
は
何
故

だ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
嘗
時
の
方
向
感
究
、
特
に
往
復
を
前
提
と
す
る

場
合
、
例
え
ば
A
貼
か
ら
B
貼
ま
で
行
っ
て
A
貼
に
も
ど
る
場
合、

B

↓
A
と
い
う
方
向
で
と
ら
え
る
。
「
三
人
負
腕
人
反
十
八
束
反
復
品
川
里

人
再
反
六
十
里
」
(
疏
一
一
一
一
)
、
「
三
人
負
莱
歩
昌
人
二
反
致
六
四
位
反

復
百
八
十
八
里
百
廿
歩
率
人
行
六
十
二
里
二
百
州
歩
」
(
疏
一
五
五
)
。

符
文
の
「
居
延
L

と
「
金
関
」
の
順
序
も
こ
の
方
向
感
究
に
よ
る
の
か

も
知
れ
な
い
。

(
加
)
大
庭
儲

「
漠
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
(
前
掲
)
。

(
幻
〉
「
元
鳳
二
年
二
月
笑
卯
居
延
輿
金
関
出
入
六
寸
符
券
簡
百
/
従
第
一

歪
千
左
居
官
右
移
金
関
符
合
以
従
事
第
九
百
五
十
九
」
(『文
物
』
七

八
l
一
「居
延
新
出
土
的
漢
関
」
園
版
四
1
2
)
0

(
刀
)
大
庭
前
掲
論
文
六

O
七
|
六

一
八
頁
参
照
。

(
お
)
た
と
え
ば
『
漢
書
』
主
葬
俸
に

「吏
民
出
入
。
持
布
銭
以
副
符
俸
。
」
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同
王
葬
俸
「
大
司
空
士
夜
過
重
吊
亭
。
亭
長
苛
之
。
告
以
官
名
。
亭
長

醇
日
。
寧
有
符
俸
邪
。
」
『
後
漢
書
』
南
蟹
西
南
夷
俸
「
無
関
梁
符
停
。

租
税
之
風
」
な
ど
と
「
符
俸
」
な
る
語
が
見
え
る
が
、
こ
れ
が
「
符
と

即時
」
な
の
か

「
符
俸
」
で
一

語
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。

〈
川
崎
〉
陳
邦
園
田
「
居
延
漢
簡
考
略
」
(
『
中
華
文
史
論
叢
』

一
九
八

O
|一一)。

表
錫
圭
「
漢
筒
零
拾
」
(
『
文
史
』
十
二
、
一
九
八
一
)
、
醇
芙
群
「
渓

代
符
信
考
述
出
、

m

L

(

『
西
北
史
地
』
三
、
四
一
九
八
三
)
。

(お〉

E
却
に
つ
い
て
さ
ら
に
言
え
ば
、
「
八
月
戊
浅
入
」
と
「
甲
辰
出
」

の
墨
色
の
濃
淡
に
や
は
り
差
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〈m
m

〉
永
田
英
正
「
居
延
漢
衡
の
集
成
ご
(
『
東
方
皐
報
』
京
都
四
六
一

九
七
四
)
、
同
「
簡
股
よ
り
み
た
る
漢
代
迭
郡
の
統
治
制
度
」
(『
講
座

敦
煙
』
第
三
谷
一
九
八

O
V

(
幻
〉
本
稿
で
考
察
し
た
「
関
出
入
記
録
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
李
均
明

「漢
関
所
見
出
入
符
停
奥
出
入
名
籍
」
(
『
文
史
』
一
九
一
九
八
三
〉

に
て
と
り
傘
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
李
氏
も
A
況
が
関
所
で
あ
る
可
能
性

を
い
う
。

(叩叩〉

E
犯
に
み
え
る
「
迎
司
御
銭
居
延
L

に
つ
き
、
厳
密
に
言
え
ば
、

居

延
に
受
け
と
り
に
行
っ
た
の
か
、
居
延
よ
り
迭
ら
れ
て
く
る
の
を
受
け

と
り
に
行
っ
た
の
か
剣
断
が
つ
か
な
い
。
後
者
だ
と
目
的
地
は
居
延
と

は
限
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
た
だ
向
か
う
方
向
と
し
て
は
、
や
は
り

北
行
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

(
m
O
)

伊
藤
道
治
「
漠
代
居
延
戦
線
の
展
開
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
十一一
1

一一一

一
九
五
三
)
。
大
庭
備
前
掲
論
文
。

(
初
〉
同
じ
労
総
『
居
延
漢
簡
考
回
伴
開
伴
文
之
部
』

(石
印
本
)
は
「
辞
北

始
慶
関
」
、
同

『居
延
漢
関
考
種
之
部
』
は

「
辞
北
始
受
関
」
、
『居

延
漢
簡
甲
乙
編
』
は
「
珍
北
如
度
以
」
と
そ
れ
ぞ
れ
回
再
議
す
る
。

(
況
〉
「
牧
閥
」
と
標
す
の
は
、
努
款
『
居
延
漢
簡
考
律
四
伸
文
之
部
』
で

あ
り
、
同
『
居
延
漢
簡

考
緯
之
部
』
で
は
「
枚
降
」
と
な
っ
て
い

る。

(

M

M

)

「閏
月
庚
子
肩
水
関
車
回
夫
成
以
私
印
行
侯
事
」

一
0
・六。

(
お
)
寅
は
、
こ
の
棄
他
候
官
と
農
地
候
官
の
位
置
が
逆
で
は
な
い
か
と
の

考
え
方
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

今
は
と
り
あ
え
ず
藤
枝
・
永
田
氏

ら
の
設
〈
と
も
に
前
掲
論
文
)
に
従
っ
て
お
く
。

(

M

A

)

「
敦
燈
数
穀
宜
玉
里
瑳
陽
年
廿
八
紹
車
一
乗
馬
一
匹
閏
月
丙
午

南
入
」
五

O
五
・
二
一
。
同
様
の
も
の
と
し
て
(
五

O
五
・

一一一一〉

(五

O
五
・
九
)
(
五

O
ニ
・
六
)
(
五

O
六
・
三
〉
な
ど
が
あ
る
。

別
に
書
式
の
異
な
る
五

O
二
・
二
簡
も
A
お
よ
り
出
土
し
て
い
る
。

長
安
俵
陽
塁
間
丹
年
十
一
欄
諮

問
蹴
…
踏
三
月
己
巳
南
沓
夫
人
守

日
一苧
長

出

五

月
壬

申

北

守

亭

長

賞

出

五

O
二
・
二

な
お
、
関
の
出
入
記
録
が
都
尉
府
に
迭
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
大
庭
傍
氏

も
指
摘
し
て
い
る
(
大
庭
前
掲
論
文
六

O
四
頁
〉
。
た
だ
そ
こ
で
氏

は
、
「
閣
一閣
一元
年
十
一
月
壬
辰
朔
甲
午
肩
水
関
沓
夫
光
以
小
官
印
粂

行
候
事
敢
言
之
/
出
入
簿
一
編
敢
言
之
」
一
九
九
・
一

A
な
る
衡
に
み

え
る
「
出
入
簿
」
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
す
る
が
、
そ
の
こ
と
に
は
同
意

で
き
な
い
。
漢
簡
に
い
う
「
簿
」
と
は
物
品
に
関
す
る
も
の
で
た
と
え

ば
、
「
陽
朔
元
年
十
一

月
甲
辰
朔
戊
午
第
廿
三
候
長
赦
之
敢
言
之
謹
移

銭
出
入
簿

一
編
敢
言
之
」
二
八
・
四
、
「
甲
渠
侯
官
甘
露
五
月
二
月
穀

出
入
簿
」
八
二・

六
、
な
ど
が
同
類
と
考
え
ら
れ
る
。
射
し
て
人
関
に

つ
い
て
の
記
録
は

「籍
」
で
、
「
出
入
簿
」
と
「
出
入
籍
」
は
異
な
る

と
考
え
る
。
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(
前
掲
)
一
七
三
頁
。

九
月
辛
巳
日
入
誠
放
北
照
卒
口

ロ
リ
甲
渠
木
臨
険
卒
有
人
自

口
月
品
川
井
南
界
時
間卒
口
付
町
四
地

詣
猿
披
大
守
府

1
北
界
隈
卒
明
北
界
口
口

誠
放
北
時
間
品
川
八
里
定
行
三
時

・

u
五
分
口
口
三
十
口
口

二
主
一
・
一
九

(
幻
)

H

W

・。r
g
gロ
2
リ
ド

a
b
R
R苦
肉
誌
な
の

F
S三
h
b
h
円。Nhe司hh

』守
h
H

、
、
入
山
足
、
町
内
句
た
な
九
ぬ
ま

N
S
~
r
F
h
a
礼
宮
吋
臣
、
』
伊

S
Hお
道
。
之
内
WNSN-

ouハ司
O
河
口
広
H
P
王
園
維
『
流
沙
墜
簡
』
。
努
総
「
雨
閥
遺
牡
考
」

(
『
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
十
一
一
九
四
七
再
版
〉
、
向
達
「
雨
閥

雑
考
」
(
『
唐
代
長
安
奥
西
域
文
明
』
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
庖

一
九
五
七
)
、
夏
鮪
「
新
獲
之
敦
煙
漢
筒
」
(
『
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

十
九
一
九
四
八
)
、
日
比
野
丈
夫
「
河
西
四
郡
の
成
立
に
つ
い
て
」

(
『
中
園
歴
史
地
理
研
究
』
同
朋
合
一

九
七
七
)
。

(
叩
ぬ
)
拙
稿
「
玉
門
都
尉
と
玉
門
候
官
」
(
前
掲
)
参
照
。

(
ぬ
)
『
沙
州
間
経
』
に
つ
い
て
は
、
池
田
、温
「
沙
州
国
経
略
考
」
(
『
榎
博

土
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
山
川
出
版
社
一
九
七
五
)
、
『
幸
町
昌
鯨
地

鏡
』
に
つ
い
て
は
向
逮

「
記
敦
埋
石
室
出
耳
目
天
一
幅
十
年
潟
本
葬
昌
豚
地

境
」
(
「
唐
代
長
安
輿
西
域
文
明
』
前
掲
)
、
森
鹿
三
「
新
出
敦
煙
石
室

遺
書
特
に
詩
昌
豚
地
鏡
に
つ
い
て
」
(
「
束
、洋
皐
研
究
歴
史
地
理
篇
』

東
洋
史
研
究
舎
一
九
七

O
)
に
詳
し
い
。

(
叫
)
前
掲
拙
稿
、
参
照
。

(
但
)
陳
夢
家
「
玉
門
閥
輿
玉
門
脈
」
(
『
漢
簡
綴
述
』
中
華
書
局
一
九
八

。
。
原
裁
は
『
考
古
』
六
五
1

九)。

(
m
M
)

馬
閤
湾
遺
牡
開
設
掘
報
告
及
び
出
土
簡
に
つ
い
て
は
、
註
(
2
〉
参
照
。

(
お
)

(

鉛

)

永
田
英
正

「
居
延
漢
簡
の
集
成
ご

南京国

一
封
居
延
都
尉
手

(
必
〉
『
疏
勅
河
流
域
出
土
漢
筒
』

(
前
掲
)
「
前
言
」
参
照
。

(

M

H

)

こ
れ
ら
を
註
(
ロ
)
で
紹
介
し
た
「
詣
官
簿
」
と
す
る
見
解
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
が
、

S
2
、
S
3
、
S
6
に
は
「
出
」
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
貼
か
ら
み
て
「
詣
官
簿
」
と
看
倣
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
必
)
臭
初
媛
「
玉
門
閥
輿
玉
門
閥
候
」
(
前
掲
)
、
同

「渓
代
玉
門
関
及
其

入
西
域
路
線
之
繁
遜
」
(
『
中
亜
準
刊
』
一
一

一
九
八
七
)
。

(
日
明
)
い
っ
た
い
こ
れ
ら
郵
書
傍
逮
記
録
と
い
う
も
の
は
、

燈
皐
位
ま
で
下

る
府
間
遠
地
黙
で
そ
れ
ぞ
れ
記
録
が
作
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も

侠
官
な
ど
の
上
部
官
暑
で
ま
と
め
て
作
成
さ
れ
る
の
か
、
私
に
は
は
っ

き
り
わ
か
ら
な
い
。
郵
書
停
逮
記
録
が
果
し
て
爆
に
於
い
て
も
作
ら
れ

る
の
か
改
め
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

(

U

)

大
庭
儲
「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
(
前
掲
)
六

O
七
|
六
一

五
頁
、
参
照
。

(
崎
町
)
同
右
、
六

O
一
|
六

O
六
頁
、
参
照
。

(
品
目
)
閲
番
放
の
み
あ
げ
る
と
、
疏
加
、

川
、
山
、
川
、
山
、
山
な
ど
で
あ

る。

(
印
〉
王
園
維
『
流
沙
墜
関
』
「
燦
時
間
類
」
参
照
。

(
日
)
奥
初
駿
「
玉
門
閥
輿
玉
門
閥
候
」
(
前
掲
)
十
一
頁
。

(
臼
)
他
に
「
玉
門
障
尉
」
な
る
官
名
が
記
さ
れ
た
簡
も
存
す
る
。
「
建
武

十
九
年
四
月
一
日
甲
寅
玉
門
障
尉
戎
告
候
長
安
到
任
」
(
疏
四
六
七
)
。

こ
の
「
障
」
と
は
、
候
官
の
別
構
で
あ
り
玉
門
候
官
直
属
の
尉
で
あ

る
。
詳
し
く
は
、
藤
枝
晃
「
漢
鱗
職
官
表
」
(
『
東
方
皐
報
』
京
都
二
五

一
九
五
四
)
六
四
一
頁
、
参
照
。

(
臼
〉
一
例
を
翠
げ
れ
ば
、
「
二
月
丁
卯
丞
相
相
下
車
騎
時
間
t

軍
t

中
二
《
千

E

石
t

郡
大
守
諸
侯
相
承
書
従
事
下
賞
用
者
如
詔
書
/
少
史
慶
令
史
宜
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主
始
長
」
一

0
・三

O
。

(
臼
)

『
漢
書
』
金
日
碑
停
「
哀
-帝
即
位
。
魚
奉
車
都
尉
。
至
長
信
少
府
。

而
参
使
旬
奴
。
旬
奴
中
郎
絡
。
越
騎
校
尉
。
関
都
尉
。
安
定

・
東
海
太

守。」
右
の
「
関
都
尉
」
を
景
祐
本
、
慶
元
本
と
も
に
「
関
内
都
尉
」
に
作
る

も
、
宋
郁
設
に
よ
り
「
開
都
尉
」
と
す
る
。
ま
た
、
越
騎
校
尉
を
は
じ

め
と
す
る
八
校
尉
に
つ
い
て
は
、
そ
の
秩
が
比
二
千
石
と
の
読
も
あ
る

が
(
大
庭
僑
「
漢
の
中
郎
終

・
校
尉
と
貌
の
率
善
中
郎
絡
・
率
善
校

尉
」
〈
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
〉
、
福
井
重
雅

「賢
良

・
方
正
の
成
立
」

〈
『
漠
代
官
吏
登
用
制
度
の
研
究
』
〉
)
、
そ
れ
ら
が
二
千
石
と
す
る
『
漢

書
』
百
官
公
卿
表
を
誤
記
と
片
づ
け
て
し
ま
う
の
に
も
抵
抗
が
あ
る
。

(臼〉

『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
下
「
是
歳
(
建
武
九
年
)
。
省
関
都
尉
」

(
回
〉
『
績
漢
書
』

百
官
志

「
中
興
建
武
六
年
。
省
諸
郡
都
尉
、
弁
職
大

守
。
無
都
試
之
後
。
省
関
都
尉
。
唯
迭
郡
往
往
置
都
尉
及
属
園
都
尉
。
」

〈
訂
)
『
後
漢
書
』
光
武
一
帝
紀
下
「
是
放
〈
建
武
十
九
年
)
復
置
函
谷
閥
都

尉
。
修
西
京
宮
室
。
」

(
回
〉
『
後
漢
書
』
鐙
帯
紀
「
(
中
卒
元
年
〉
一
二
月
戊
申
。
以
河
南
安
何
進

篤
大
崎
府
軍
。
賂
丘
ハ
屯
都
亭
。
置
八
開
都
尉
官
。
」
『
後
漢
書
』
皇
甫
嵩
俸

「
詔
穀
州
都
修
理
攻
守
。
関
練
器
械
。
自
函
谷
・
大
谷

・
康
成

・
伊

闘

・
顔
絵
・
旋
門
・
孟
津

・
小
卒
津
諸
開
。
並
置
都
尉
。
」

(
印
)
『
後
漢
書
』

西
域
停
に
は
、
順
一
帝
永
建
四
年
(
一
二
九
)
の
こ
と
と

679 

し
て
次
の
記
事
が
み
え
る
。
「
北
旬
奴
呼
街
王
率
丘
(
侵
後
部
。
帯
以
車

師
六
薗
接
近
北
虜
。
信
用
西
域
蔽
拝
。
乃
令
敦
爆
太
守
護
諸
園
兵
。
及
玉

門
関
候
・
伊
吾
司
馬
、

合
六
千
三
百
騎
救
之
。
」
つ
ま
り
玉
門
関
侠
は

廃
止
さ
れ
ず
存
蝿
制
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

〈
印
)
『
後
漢
書
』
西
売
停
に
も
長
減
を
越
え
て
蜂
穐
か
績
い
て
い
た
こ
と

を
い
う
。

「初
開
河
西
。
列
置
四
郡
。
通
道
玉
門
。
隔
絶
莞
胡
。
使
南

北
不
得
交
開
。
於
是
障
塞
亭
燈
出
長
崎
刷
外
数
千
里
。
」

(
m
m
〉
註
(
幻
〉
の
諸
論
文
参
照
。
な
お
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
日
比
野
丈
夫

「
河
西
四
郡
の
成
立
に
つ
い
て
」
(
前
掲
)
に
詳
し
い
。

(
位
)
馬
薙
「
西
漢
時
期
的
玉
門
閥
和
敦
煙
郡
的
西
境
」
(
『
中
園
史
研
究
』

一
九
八
一
ー

一
)
。

〔
補
記
〕
最
近
、
拙
稿
に
関
係
す
る
論
考
お
よ
び
論
者
が
出
さ
れ
た
。
大
庭

修

「漢
代
的
符
和
致
」

(
『
中
園
史
研
究
』
一
九
八
九
|
一二
)、
永
田
英

正
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』
(
一
九
八
九
同
朋
合
)
で
あ
る
。
前
者
は
、

本
稿
i
で
と
り
あ
げ
た
関
所
通
過
に
関
連
す
る
文
書
を
と
り
あ
げ
、
そ

の
性
格
・
意
味
を
論
じ
て
お
り
、
後
者
は
永
田
氏
の
奮
稿
を
改
定
し
た

新
た
な
見
解
に
基
く
総
合
研
究
で
あ
る
。
営
然
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
せ

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
本
稿
寄
稿
後
に
出
版
さ

れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。
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CHECKPOINTS AT THE BORDER AREAS

　　　　

DURING THE HAN PERIOD

　　　　　　　　　　　　　　　　　

TOMIYA Itaru

　　

This paper is composed of two parts. In the firstpart, by means

of analysing the Han period wooden strips (Juyan Hanjian居延漢簡）

unearthed in the Edsen-gol valley, I intend to inquire into the actual

circumstances and functions of the Han period checkpoints in the Zhangye

張1^ prefecture. In the second part, based on the results obtained in the

firstpart, attentionis turned to the checkpoints locatedin the Dunhuang

敦煌prefecture. More specifically,the location and role of the Yumen

checkpoint玉門闘is dealt with. The wooden strips unearthed at the

Majuanwan馬圈湾ruins in 1979, provide the raw data necessary to

ascertain the location and role of the Yumen checkpoint. Finally, the

doubtful points regarding the up tillnow thought to be correct position

and function of the Yumen checkpoint are presented and ａ new point of

view is developed.

ＢＡＯＬＡＮ包攬BYTHE SHENCHIN 紳衿,AND THE QING

　　　　　　　　　　　　

GOVERNMENT

Yamamoto Eishi

　　

In the early eighteenth century　when the Qing government was

trying to establish the principle that the landholder should pay tａχ

directly, the practice（ｊｆBaolan （tａχ farming) by the Shenchin (gentry)

led to the large-scale avoidance　of tａχ. This system of tａχavoidance

spread throughout the land, both to the north and the south. The political

i㎡luence of the Shendiin in the local government made this possible.

Iri

　

order to evade unofEcal ｅχploitation by the local　government, the

ordinary

　

landholder

　

inevitably

　

came

　

to

　

be

　

absorbed

　

into

　

the

　

Baolan

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－1－


